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結積渡慣僑トス
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専寅特許ギノV ソイ 1" 防 水 工 事 責 任 施 工 ( 陸 屋 根地 下 室 )
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耐 火 ・ 耐 熱 ・ 防 音 ・ 保 温 ・ 一 石 綿 代 用 品一 三 星 岩綿 各 製 品

大 阪 田 島 態 用 化 ヱ 株 式 舎 鮭

管 業 所 大阪市北直中之島五丁目三O

問鳥居軍用化工株式舎徒

三 』 量 産 業 株 式 舎 世

日本岩綿工業株式舎枇

三主主セメン ト工業株式舎枇

電話土吋;;;;

日本木村化事工業株式台頭土

合資含量士宮城アス 7 アルト研究所
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口曾

昭和十五年十一月十五日限り集金郵便の取扱ひが停止されました

ので将来舎費其の他集金郵便て御請求申上げる 事が不可能となりま

した。

就きましては今後は、 誠に御面倒御手数てすが、娠替大阪三九九

七五番御利用又は、適宜の方法て御梯込み下さいます様御願ひ致し

ます。現在迄の御排込扶態に付いては追て御知らせ致します。何卒

図策順態と皆様の協合愛護のため集金事務K 御援助下さいます様、

切に願ひ上げます。

計玉
-t@; 

a  
築 協建本日漏土問法人

告曾

従来、舎費そ の他金員受領の際、設行せる領牧; 設は i匂後、之を遊

行せず、一定期日を以って受付を締切れ一括して「建築と枇曾」

誌上に公告し、領牧詮に替える 事 と致しますから、御了承下さい。

( 似 し、御都合上必要あ る場合は 、オ0・知らせにより強行致します。〉
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J膏 株

ノ、I

芭

東 畑 建 築 事 務 所 分 室

設 計 ・ 東 畑 議

天井を見上 lずる

清 林 舎 を 創 る の 吉E

投 術 が 専 問 化するに従 って復雑多角 化する事は建築 技

術に於ても問機で背は; 窓匠が 上手 で あ れ ば rJ 能 の 建築 家

であったが今 日では建築の波討をする場合に窓院は 勿論

の 事 架fI事情 迭 の 智 も 衛 生 工t裂の術も充分霊童館せな けれ ば

完 令 な建築は出来符= ない。建築事務所の存在も秀でたる

術 の 持 主 の下 に附i弟の閥f糸の存在に非ず して 各 専問 智 識

終験を有する有能の士がある主明者に統率されたる技術

的 閣 僚 とし てX J . 1 l t のある事で各個人は陣l骨慢の中にあって

その秀でたるオ能を十二分に褒揮するところに意義があ

る。すき を入れない迄に聴かれた技術の聞に有機的 な る

連絡を保つものはやはり共通した人nfHキである。即ち仲

の良き気の合った同志が協力一致する彪に良き建築の言昔

前 が出来上 る3 鋼 織 の 王 の虫日 さ若き秀オ の1 t めにー屋を

主主てたのもこの個人間に一種の市土合1 ' 11ごを 持 た したい低め

であ る。 nelllt を奥へて若苦手を 充 分伸し たい。然 し この障

のものに生 え勝 ち の 雑 草 は 容 赦なく 引き ぬく つも りだ。

清 風 竹，休 に満つ。 合 の 名をとったと ころ。言|溜 の意義も

亦 こ のー 句 に在 り。 施 工 は 御影 lur の 酒 井常厳 氏。 設備 は

三機 工業 株式台市t のi乍。 ( 東 畑 謙 三 記〉

南 側 外 観

3  11 



東 側l 正 面 外 観

設 計 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖

設 計 播 嘗 ・ 早 良 俊 夫
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留
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郎
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関

取

外

ヒ

掛

玄

を

仕

引

石

JP戸

寮

建築概要

|坂念安塚緋公ケ池停留所西北へ徒歩約五分にて至る敷地 4.454 坪僚

1M!咽は殆ど田闘に L て閑静な場所木造建物建築統jjjfJ 規則限度 600 平方

米に準嫁 して建築せ しもの1 j 三面並に外線共特徴はないが居住者には御

満足を奥へてゐる。

建 物 坪 数 l 階 一 一 119. 22坪 2階 一一 48. 16坪

附 属 家 12.25坪 合計 179. 63坪

現在合室 lヰ室 なれど引績き卒薗闘駐線の位置に滑築する激定な り。

卒面園重量明

1.玄 閥 土 問

2. -1" Ｎｲｾ＠ r置 場

3.限 付

4. 事 務 家

5. 1.定 問

6 談 話 室

7 開 審 雪 巨

8 食 堂

ＢＭＭ 一五 一 ＮＮＮＮＭＭ｡Ｎ ー ｾ ｟ ｟｟ｦ ＺＢＢ｟ Ｒ ιＭ］ 主

場

所

寝

所

宅

氏

所

中

型

衣

商

使

9.浴

10. 'rJ 

11 股

12. fi!! 

13. 従

14 物

15 洗

16. /J、

雲登

l 階 卒 面 回

，， 4  



上・談話室外 「パーゴラー 」

下・玄関土間並に階段室を望む

玄関床「壬ザ イツグJ j ! イノし墜パ F マテックス

ft .ヒフミ:f t ; ; ，- ツクヒ fIl 才き[ 糟必司テイン塗とすり

2 階 平 面 圃

ｾ＠ 11 



11 6  

蟹

設

事E

計 ・ 施

談結室 ( 2)

ｾパ ー マテツグスＷￇＺｬ ｉＧ

シック ヒ クリ ーム色水

佐ペ γ キ盗波形松ナグ

リペ ンキ拭き取り入口

廻 り種地材ステイン仕

上とす。

察

エ

竹 中 工 務 l菖

蹟 書 室

墜天井失シックヒ塗天井ク

リF ム色水位4 ンキ塗壁i自

製ペ〆 キ日日き木部:鰻池ステ

イ γ 仕主とす



浴 室

食 堂

腰羽目級湿地ペンキ吠f!

取りt ¥; パーマテックス1土

上天井杉丸太( ステイン

盗〉梁型に取付け天ti 板

杉綾板を目起しとし白ペ

ンキにて拭f! 取 1) 底目板

張りと し目t[ hは臼ペ y キ

塗とす。

床及ひ寝耳ｾ ｾ明 兵モザイツクタイ

ノレ渡りとし墜禍市板張天子1修市

丸太を用ひ舟志天井とすの

会 室

床佐敷. 天井椋線天井但しー! 普

天井は耐火の窓味にて「モリ/

イド」下地に漆噴塗仕上とす。

7  11 



観

宮
同 寮民

農村生活の改善に不断の努力を績ける大阪府

下演寺公闘の財閥法人富民協舎では、:金幽農村

青 年 圏 々 穏 宿 泊 訓 練 所 と し て 富 民 寮 を 新 設 し

た。大毎喝託の中尾保氏の設計で 2 階建、階下

には事務室、食掌、、浴 場、炊事場、等があり 、

階ょには幹部主主と Ｑ Ｒ 盤｀宿泊蜜 Ｘｾ 藍Ｈ 1窓定員 10

名〉がある。

ι
・

1

食 堂

11 B  

階下事務室

と 臆 擦 問



衛側外重量

，f; :Jj は談話室

外装明資色色

モノレタノレ、列

校焼; 品煉瓦積

み

西南よリ見た

背 面 全 姿

京 、 合き良部

中央、 食 盆、

談話室

右 、休養寧部

笹 寮

( 兵 庫 窓 口 〉

設 計 施 工 ・ 竹 中 工 務 庖

( 設 計 猪 嘗 ・ 小 川 正〕

同一組織内にある青年ω一期間を有りがちな郁

舎の俗怒よ り隔離 して清澄な る郊外に統制ある

共同生 前 と意義ある休養 と厚生へのが問叙によ

り新しい i時代への務展の一 助となす試案である

これには事業主のよき理解と指導合員の細心な

る協調 に より初めて完成ーされるものと信ずる。

9 1 1  



東側正面外

左 側、休 養 護、 中 央、玄 関、 食 堂 ・同二 階

休 養 家、右 側、 厨 房及 女 中 塗 を 望 む

l  階平面圃 t縮尺1:3∞〉

玄 附

3. 自 伝 接 箪

5. 食 堂

7 . 配 謄 室

9 . 股 衣 室長

11 . 小 使 室長

13. 看護婦寝室巨

15. 洗 面 所

17. 物 自主

19. 納 屋

2 . 事

4. 絞

6 . 厨

8. 浴

務 主 長

室

房

室

話

10. 女 中 ' 主

12. 休 誕 祭

14. 使 用f

16. 合 議

18. ポ ン プ 窪

ｾ＠

J  

一一一J

11 1 0  



玄関ポーチとテレス 談話室前のテレス

敷 地 面 積 1858，47鐸

階 171.35坪

2  階 79，80坪

腕 思 室主 6，75坪

2 階平面薗

14、使 ｾｦ＠ 15、洗面所

16、合 2長 20、修養室

21、演 境 22‘ 物
置

一 一 」

1  1  11 
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談話室の一郎

壁 面、杉 、唱E勿目 、 ス

テイ ン仕上

中央に措置を切り込む

前方の廊下は休業率に

遁ず

食 堂

壁 、 プラスター粗而 イ

ンキ仕上、天 井、 テッ

クス 7k14--: ンキ 、 東似IJ

テラスより朝の光線を

ー ば い に 受 け る 。 将 来

の増築にそなへ40府J を

布す

笹

設

竹

寮

計 施

中 工 務

エ

底



l i P房 ( 配鱗寧よ り望む 〉

TIてI折、 瓦J l J rライスボイ

ラ ー

'i' 央 制 禦Z証及女' i ' 主主

入口が見える

各階舎室御廊下

北側11 にl l Ii し、反針倒11出

窓、は弁会家に附随する

各人込みに合室入口を

もっ

外部窓は全部| 坊空周 目音

Ｚ ｾｾ 及び ｬ 凶 恢 を｝ 夜 付 く

会ｾ 付 ＱＱ 窄一 人宅 六 位〉

l十j 倒11窓 F は通風汗II茨戸

反 対nlll には飾 り窓 t 押

入、 洋服掛及び出入 口

用踏J込を もっ

1  3  11 



ウ ぢｾ 一 一ー

祇 園 ・ 組 合 事 務 所 (京都市)

↓J

j

 

• 

s  

第 1 階 平 面 圃 ( 縮尺l 却の

1114 

正面外観

屋根 l早製スレ ー

ト葺二号室ガンI J k H

・け腰人造洗出し

叡 計 . .， 中 西 六 郡 建 築 事 務 所

施工・ ご 合 資 奮 祉 ミ ラ ノ 工 務 庖

第 2 階 平 面 圃



Ｒ 階 ｾ間 天井

天 井折上げは綱 f'd反り .昭明』土木

製和紙目占りぎおん闘子は剥1合の

紋どころ 。

2 階，. 問

たたみ理主百六十 帖、 天井テック

ス下地壁紙貼り、壁、砂壁、 窓

は硝子と障子の二重窓

認 園 ・ 組 合 事 務 所 ・ 設 計 ・ 中 西 六 郎 建 築 事 務 所

1 階康問

たたみ激き五十市占、天井テッ

クス下地壁紙貼り 、盤 、 砂壁

: 容は硝子と障子の二重窓、照

明は木娯柏l紙・貼り

1  5  "  



玄 関 ポ ー チ

11 1 6  

{立ti 1 は京者I1紙闘八坂桝! 舵石段前、 I私・初の昔十也ーは

建珂¥300. 00坪延約2. 260. 00坪の繊骨繊筋八階建の

乙部社主舞場の建設で、ｾに昭和 Ｑ Ｒ 年の年末建築認

可も F附されたが同年 10 丹施行された餓鋼工作物

築造許可規則! の制限を受け逆に一時中止せるもの

で、 この倣建築は時局側係法規が解れるまでの一

時的のものにして、 l 階は事務室並に稽古場、 2

F皆は 160中61散さの} 資問、 これは主として腕の稽古

に使用するもの。

Ｒｾ 筈ホール

1 階ホール

天井 、 壁 、 共 Ｇ プラスタ Ｍ ｾ

油性イイシト 、 タタキ仕上

げ婿門乍材は クラワン クステイ

ン仕上げ。



古 建

大崎八幡市時量土

手事殿向奔上方

築 新 抄

笑事な置w彫刻がl旬舜院を宵

いて向ひ合ってゐるその片方

大崎八幡瀞粧

マ ノ イ ア

N3り問天升ニより本殿i l : 匠WI 辺

り¢憾澄を示す。

J照明主室内部憾透。V l長t 符飽あ

るさs分である。

( 21)  
藤 原 義

伊 達 正 宗 の 営 造

露 な ら ぼ 色 も か は ら ず す り 衣

ち く さ の 花 の み や き の の l京

ーすじの奥¢剣道に都の風を逝はせた富原野原は今

材恥嘆き鹿が鳴き，そこに伊達正宗.V 治したご大豪

議建棄がある。 ーは大儒八備榔駐， ーは瑞: 従寺， 正

宗が 京初の 衆書記第や伏見減 の皇 室飾 ｩｾ 倣 っ て主主っ た 建築
で，袈識さはもの寂びた陸喫の風物を堅L てゐる。

大約八慨は京都の北野瀞祉と共に，桃山湾代の徳現

主主会代表する 。内外に千態; ! l 僚の彫刻を用ひ，額彩色

を行ひ・豊富金筋金具をm! ぽめてゐる。

湖町忠去…- ・れ問形主主，務育館経憾之感，山富11.. 誕t党

議丹青，光彩之美，英明荘服審， 天下之妙工，茜五郎

彬刻・…・・自然有生意飛動之聖書猪，非後世之m. 工凡手所

及笑，一風之奇蹴也

と獲めてゐる 。 向舜昇勾欄 ｄ 金銅き・ Ｑ ましに ｾｦｬ［ 銘があ
り，京都¢務工の作になるととが記されてゐる 。

慶長十四年巳酋八月十五日

大観切藤烹政宗公

仙4塁悪津山八明書富市費前右銀法珠

供鮫軌範締法守1大和筒位貧弱

奉行木曜木工助 買山式部

前屋山妓閣上京一篠之住主主沼: 9 . : 兵i弱

瑞; 設寺: 松島の海岸に近く，京占官の妙心寺〉こ鹿する

調利。ｾ堂Ｚ 万 丈の形式をもっ大建築で玄関を術へ，

内外の彫刻j皇室飾J主眼を理事ふほかり， ｾ賀線から廊下を遇
って2惜 Zコ方へ，案内の小f曾由主践をながく引いて翻用

して行く のをとちらの方 o聞いてゐると，夏などは思

!まず腔くなることがあ< ; ) 0

総局の海岸に出ると直ぐ好〈に五大堂島といふ島が

あって，万三官資，'f.:i遣の4・堂が立ってゐる。とれも伊

主塁王宗の建立する ところで，制険閉豪放の十二支の彫

刻jや手挟彫刻など，桃山彫刻j< V 優秀なものが野宮に用

ひられてゐる。大儒八時書，五指涜寺，五大堂D 建郷土，

次の時代に遁られた日光東日県富建築¢源のー竿をなす

ものと L て注目きれる。

1  7  11 
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瑞 鍵 寺

原樫の玄明司より| 司」のみ堂

にかけてのゲ跡見

五 大 金

瑞 o 寺 本 金

ュf ノチ' ?

室中之間の廓

室中は方量この飢i聞の前に

あるｾ。



共 同 住 宅 計 劃 の 技 術 的 基 礎 概 念

共同 ｴｬＺ ｾ 二 ｴ は集凶生 ｩ ，ｲ［への ｊ Ｚ ｩｬｩｪ ｯＯ ｦ より fi I J められねば

ならなし元住宅刻 ｩ の時代的難闘を打併する ｾ［ｉ こも

科↑ 貫性への挑みは必然的に要- ，1とされる可きもので

あろう。時代の寵児大迫ムー史まで娘の JJ二拐を代

点して住宅 ｊＩ 集固化を要求する位時代の心ｬＧ， ｙｾ へは

j折〈迄或る鑓濯を依仏; 無〈させられて米? このであ

る。 Iltt 千? の此の方i出こ劃する訓li'iH; 可成り切賞な

I / ¥j 題として組上に JI I(， .1- '. げられ? こ事は技術- x . として

の再考熟成を要する次第である。

JU司住宅粧告主訂j ふか設立と iii' J; 、かMするに共

ｉＢｪ 位宅を 元ｾる事は話器 Ｚｬ ｊｉｊ 下に於げるよりも容易な

掠国策になっ? こ事には首I!jIP，来る 11ft 問題は今主主位

の所ri 目アパ ート 生前の軟弱性を否定して厚生され

に生前の集闘となる様な ｾｴ ￭ ｒｾ 望まれてゐるので

ある。隣保組織の護連と共に創められる可き集凶

生fRへの円究しい民衆の別¥j'rI ' こそ新様式のアパ ー

トメントハウスを形iit る大きい力が納得11' ，来るの

であるの

都千? 護展の大事業が人川のさ} 靖国主: : - 1i ' みす・全〈利

; '干のみにt，1; t 、て進められて行〈ところ t二純ての行

HI? りと無頓7{r1，よかミ抗力: 介在してゐるのである 。 此

の現象は'HU)!. イDJ れの附にも見られるが陥米諸凶で

ははや〈から此の11¥j 題の桝決 lこなやみ住宅政策の

ｍｾ 以て現はれ岡ｼ際的な ＱＱ ｦ ｴ 竹 Ｑ ＭｦＮＱ｝組主までなつ＿この

である。我聞に於ても住宅問題が都市I / :j 題の中心

t課題となるや着々故少限度の{'I : : 宅が研究されてゐ

るのでゐるが根本的な無計官邸的白山主義粧がi下で

は行 ｊｉｙ りの形に ｵｴｾ［Ｍ いでゐ＿このである。 ｩ 新〈故近凶

.L計: ! ; の必婆 と政策的川動のTh要1;1:を認める lこ及

んで{1: c'U:U也も全〈新しいi伏IiF. の; l 'l' lこ再検討され

る時代となっ? このである。

認に改めて共同住宅計百Jj の波術的4基礎糊念を r
I
}

検討し或る物を把握することは無駄な事では生Ａｾ t 、

と思 i 、のである。要する lこ同程度の澗立位宅を建

てるよりも敷地費建築費設備費を節減し得る事は

勿論周囲自然環境優れさせるべき確聞にる自信と

諒併を求めるにめに数理的に或は説明と立誰をせ

ま持録音は述築t占師 ・京地1! 1.1!築事務Oi

山
ヨ五

ι 1  

げ

ハ

H

-
U
M前口

ねばならぬげれんそれは本文の性質として概念的

な巧へ/ ; そしてみようと忠ょ、のである 。

2  

技 術 的Tよ基礎概念とは文句が/ ¥ケ敷過ぎるかも

)':lI nぬが要する lこ根本的 lこか〉る考へ方で計制 し

てはど うかと j 7Jふ こと〉して置しきの1 . 0 には次

の 3項に分期して共の相互性を検討して見1: し、と

刷ぶ次ts である。

1. 本ji イγド1: 2.  ｾ苅 ｩｉ了 ｾｉ ・

3.  経術性

綜イヤド上の ijfj } 日はy パー トメントハウスの死 ijfj 問

題であらう。重品的利 JHt . 1 i 別と云ふか兎Iこ角共同

部分をぜ ｩ る事を考へ＿こい。勿論今迄に蹴 ｬ こ諸 ｾｦｬ こ

よって汚へられ? こる如〈ではあるが今一歩時代の

波に乗って杭極的な綜合性を認めさせねばならな

い。進み過ぎる主或は問珪つ ｔ こ方筒まで行ｾる傾

向はあるが要する に綜合| 生を tTi す事は最も'必要な

る一要素であらう。

第 l 図



その趨例1，ま多も アメリカの "Flat" に見受げる

ことが出来る 。 ( 挿闘 1) 向此の問題への維部な

一計 識 は Jレコルピジェの提案であらう 。彼の天才的

な空間切造形家と‘ し ての活躍は「輝〈都市」とし

て貧民窟の改良を志 し?こ のをはじめとして多 〈の

形 k して現はれてゐる 。彼の築は常に生々とし? こ

健康的な綜合性に生きてゐるのである。彼の前に

はロ ーマンデックな少さな腔閣と少さな悶悶住宅

は或る程度迄否定されるのであο て共通的な庭閑

共通の歩廊を享受する 、共有的な綜〈十性』こ似合し

てゐるのである。共の計・高9)Iiユに平商計・識に於て方

位ｾ考へさせられる程個出的なもので Ｗ 尽く綜合的

な屋上利用法等の活用 lこあるのである。( 挿問 2 )  

第 2 聞

又、その最も極端なる例は Shipbuilder 'によって

見る事が出来ると思」、のである。殊じ航海日程の

大きい航路lこ就航してゐる舶の千耐計・術立鰻r; r. ，: 分

等に建築家の目も一陣は向りられねばならないと

忠ふのである。勿論其の依採 )+j e言 ふことは腹下

しの原因となるがかの定められに舶誼内 iこ如何な

る方法によって活ナ11 されに綜ヂげtが秘められであ

るかを覗いて見る事は建築技術ィおとして殊1こ共同

住宅設計者の義務であらうと忠ふのである。 11-¥1建

つてはならな いのは共庭に使 )1J されてゐる機能的

な綜合性をのみ見るのであって背凶の完備せる機

械設備を考へねばならな い事は粧情的に許され無

いことであるからである D 綜合性か滴立性 ( Priv

｡｣ｹＩ を失せす・して如何に巧妙に Ｍ ｾｦ 訴されてゐる

11 2  



かである 。 勿論偉大なる建築家も参興してゐる尋1

7ごらう事は日本の現似ぞ見ても lリj 仁lである。 k B

ｂ の旅 路を飽きる事無く 日 的地に述する Ｚ［［ ｨｾ ｾ ｾ ｉ 指

す ｔ こめに随分な考ｉＮｾＺが梯Ａまれてゐる。共 の 黙 ｃｵｾ

nard Wh i te Star " Queen_  Mar y" をはじめ ・No. ma-

ndi e" “ Mauret emi a" 等ん) ¥. ( - i . 耐として見 るi'i J きも

のがある Tごらう。( 折ι|ω13 )  

相¥¥) .，:'1"1:への考察は綜 ii ↑'1: と:‘l Hi して充分なる) 5

lむが拶tはれねばならな L 、。ア パ ー ト{ I : ひなんかと

蛾/ J ; る討を川 す) 京|人l は Ｑ ｩｬ｜￬ ｟ 、 Ｇｲ［ｾｉ Ｚ の ｾ ｊｾｩ �Ｇ￭Ｇ［にあると 忠五、

のであ る。調身 X-I 向ア ハ ート の虫11 <筒戸E なる機柿

そ持ってゐるものは ｩｩｉｊ Ｍｪ ｾｬ こｪＧＨ｜Ｂｪ ｊＧｩｩｬ こ ｾｾ［ｌ｜ Ｇ ， ＺＧｉ Ｂ ｉ Ｚ はＩ益五 ｭ さ

れるかも会 ＱＱ れぬけれ ＩＱ，Ｚ 家族Ｇ，Ｇ ｄ ア パ ート の品 ｾ ｴｾ ｽ￭ は ｩ 行

に ｾｾｾｪ エ，Ｚ性へ の匁裂が大 ｉ ｉＱ ｊ 題となる Ｍ Ｇ ｝ｩＺ ｻｦＩ ラへねばな

らな い0 3 5の要; ] < : より殻民せ るものは Si edl ungen

である澗立1 ' ' 1 . : への紋も明確なぷ現として の JU" j{ 1

官であらう。 ( Si edl ungen に於りる集介性宅をア パ

ート の概念として取扱ふことは多少UUJ題かも

): 11れぬが此の鮎は G ropi uo の川部例に従ひaPa

rt ment house として置く)

3く濁立a陀への貢了例としては A lvar Aa¥t o の

ftij 斜地に建てられ? こアパ ート であらう。附段

ぞ無くするにめに丘陵地の巧妙な干IJ 川jJi 川に

よる計出は自ら 共 の樹立性 を jJi してゐる。

ｔ 附段を ｾＭＱＡＡｾ <し Tこ附段! _i ' _! ア パ ート 』は各附

によって単伐を分布 IJ してゐる? こめに共の明瞭

な制珍: 性は他に共の例 を 比 ぬ 位であるがj 又附

段を無〈し? こ盟、息、の賜 t して騒背より逃れ件

ｔ こ事 ｍ 与 ｾｌＧＮ - 4- べき事1:." らうと忠ふ。撚しイμj 虚

にも li :陵があるよ干のものでは似し、から- f f - j Qf J'. J

ｾ鼎品川 ｲｩ ｴＡｩＳ Ｐ Ｓ

1

川長臨調
5五グ

第 4 幽

なる灯 ｦ � リとしては刻ｾｾ誌があるかも釘 ｬ れ無い 。 一昨身

は前 l面上; 闘より 二附は背由iぷ閥より 3 附 lま附段に

よってと ￁ｾ 、風に ｊ とんへ口を ｩ 設けにと云』、 ｪ 恥こ ｗＺ ｩ

:、'cl '! l:へ の仙台足策として大いに参考となる可きとこ

ろがあらう 。 (-j可11面14 ) ー

影ii 術性に主J しては K ensi ngtor の Pal ace gate の

F lats は此のノ7聞 に 到 す る 新 考 築 と し てュ} s へる必

要があると忠』、大韓の考へ方が商子Il 、のでは無い

かと 忠」、所・引用mll 出主主等の性質のとがt 2 附 分 lこ劃し

て浴場使所 、台 所得［の分 ｾ Ｓ 階分ｾ係 ると言ふ方法

であるにけノ Ｇ ｴＨ Ｇ ｆＭ 泊 ｩｾ ｩＧ￬ ｍ ＺｦｴＧ或程度立櫨的に考 ｬ 台Ｚし ＿ 二

本は ａ｡ ｬｴ ｯ に似仁 三 ｽラへ方として面白いのでは生Ａｾ l 、

かと 忠 ふ口m訂i今;迄l こも考へられ? こ・t wo-one" syste  

m ぷfl も "dupl ex" syst em と云ょ、考へ方を " Thr ee- tw-

0 "  ｳｹｳ ｴ ･ｭ として Ｍ ｾへ＿こ庇に無理な天井高の 制限ｾ ＺｦｴＧ

j @絡な分存1] 法に i' r(: 決し? こ要黙を以てゐるのであ

る。か〉る :!; y; は常識問題として一笑 lこ伏すべきも

第 5 嗣

のでは無いと際〈伝子るものである。か〉る j き，-1，;

的な巧後こそ号ｼ 予 Ａ同 ＺＧｊｾ ょ ｷ 礎として ｴｬｬ ＧｬＺｲｔｩＺなる可きも

のであらねばならない 。度際 Ｑｾ 千本 と 肘引 の ｊ ミＺｊ Ｑ Ｚｪ お

を川ー叫す る棋な事: ( まiUえに不純iff 械るものでめる

いらぬ容も't J ) 占領こそ -(f 材イ、足の} 日州大 いに 11・め

てもらはなければならな い。 か〉る ζ i)米からしで

も粧が ｗ ｉ ，山 一 歩のｾ ＭｪＭ uf:i¥i' .J ;J，lf l慌のfJ. fイタ;IJ として " duple-

x より進化させ仁川three- t .vo" syst em 伝家げねば

TJ_ らない。( 押幽 5 )  

粧担当性への考2iti ま全〈各万聞から考へねばなら

なL 、J 如上 の棋に五h，!;'rI I'.J 経向性より刷工的絞 ifH'1

3  11 



のコちが或は重大なる数字を配布することが多L、か

も知れない。共の鞘 lこ於て 、組織' 内部材準備とで

も謂ふか “ pre-cut" 或は "pre-ιast ・- と云ふ文字通り

現 場施工殊ニに趣味的な煩 ｾｴ 性に合致すべき現場喜多

，様性 と言」、可きものは琵組制 と共に詐らねばなら

ない?ご らう。ど うしても安似を目指すにめには揃

へねばならな い。 そして単純化せねばならないの

である 。

規格化 と生産への指針はフォ ー ド工場を見1二人

は誰も背 uごらう建築がま fごま 1'=原始的なるとこ

ろに大きな浪費があるのではあるまいか此の黙は

大 いに考服せねばならないことではある。然し

、re-cut " と云ふことは案外安〈なりませんよと 育

はれ るかも知れなし 、事は控柴費の内容j'_ J 分率が示

す様に手間賃の% は案外に少数のfiuを示してゐる

こ主は新年続の新名技師の1:1-宅 論11-1の表示さ れに

如〈である 。此の易
I
ーも賀現性と云:l 、こ E 即ち粧がi

性を考ふる事によって大いに再考せねばならない

1'=らう 。

何が最も高至与を示してゐるかは勿論木材且Il も主

材の使用量である。此の賄 ｾ｡ ｜ｩ立主 Ｑ Ｚ 宅を建てるより

も共同住宅を建てると云ふ一事fごりでも共通壁の

L U  

L U  

ιL 

第 6 掴
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重要共通平閣の iilj J: rJ 等によって大いに資材 を俄約

し得る事は明瞭である 。向叉木・材を使N -J する事の

みを考へす寸こ耐火的殊に重層計誌の場合錨j務コン

ク リート の節約方法 をも今一度高考を要する事と

なる ?ごら う。計算的経憐断商を使用する事は鍛筋

fi1: を少なくする事のみ考へてゐる場合現在では金

〈極致を走ってゐるかも知れなし 、。けれど他方商

より鍛筋を使f I J せすも鋼絃を使用して元肱力利用の

梁等も臨月1する時代が来てゐるのであるから共同

{-I: 宅の様なもの lこは大いに利用されてよいものピ

らうと思ょ、。組立式様式を賞用化するの lこは絶好

の釘象物ではなからうか。勿論それを質} li イじする

には多大の研究がEをされてゐるけれ共諸賢の御指

導を御願ひし? こい次第マあんその需にも規俗化

され? こu 宅規俗化 され? こる最白iの住宅として共同

住宅への進化石＿求め＿こし、のである。即ち粧桝 ＨｉＯｾ な

る事を: ' ［ｊ とめ質現性を追求すれば極論になるかも Ｙ ， ｾ Ｑ

れないが I' {J 二宅より共同住宅へ11 の持論が主主頭す

る所以である。その? こめ lこも綿ての. . organi zation"  

と云ふことを考へ始めねばならな ν。興へられ

＿こる資材 ｴ こよって計部をするこ ￨ｾ 超え τ 輿へら

れる可き資材の改良を目指さすもに居れない様な時

代になって来? こ事を痛感するのである。技術

将の所前計副に ｾｦ する基礎概念は進んで資材

への改良にまで進んで' J l : まないのである。

5  

結局共同住宅は造られねばならない時代的

要求がある。 1{，m: の範囲も極めて櫛念的に謂

へば交通機闘の設建範囲内の都市周減に於て

である。然かも都市tこ近〈高層なるアパ ー ト

を都市に述〈低層なるアパ ー トを求めちるの

は必然的な事であらう。即ち都市にアパ ー ト

を担当二するならば銀筋コンクリ{ ト或は共れ

民上の椛浩材を使月j せねばならな〈なる? ごら

うし郊外ア パー トな木造tこでも湖足せらる〉

事となるのである。資材のみの立場より凡れ

ば郊外アパ { トの護速は明かであり都市アパ

ートへの計語性 は部ぐにらうが高度閤防岡家

建設への第一石として都市的大防火壁 として

重層耐火アパ 戸 トの並列は木造都市防護への

賢明なる方法としては取上げられないTごらう

か。木造都市の壊滅は賀11! fよりして全〈不可

く15爵へ績ク 〉
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l  はしがき

住宅問題が日に切賓になるに作って 、いろいろ

な場所、いろいろな機令に これが話題に k る様に

なっ ?こ。

住宅政策的 Ｗ よ根本問題か ら、伽 ｬ 々 の ｴｴ ｾ む の敷 地

や資材や設計ーな どに闘する 技術的な 問題に至る ま

で、住宅に闘するあらゆる問題があらゆる角度か

ら話題の 中心と なることが非常に多いのである。

そうしに話題の中から アパー トに l捌係のあるも

のを姶ひ.1-.げ、時代 t j bに非常に縫って米? こ最近

のアパート 加の一部を紹介する こ主とする 。

2. 木造 2 階建のア， eートま排す

最初にきめておかねばならないことは 、今日の

木元 ｾ Ｒ 附建のアハ ー ト が果してアパ ート の資絡あ

りや否やといよ、問題である。鈍材ーの使川: 1m以とセ

メン トの1JJ . : 給不足とによ って 、M: iu: の アパート は

木造とするのほかはなく 、従って 2附建以上は建

築不可能なRk態にあるが 、これがアパートの]A怨

的な形でない こ t は勿論として 、ぞか〈ともこれが

エ 復 員 向 1 1 ¥ 住 宅 賓 例 園

2  ｾ 持

l 階

手持2配苫は同Z司!9' ・1，4¥2技配課長

ト 談 義

新 種 夫名

アパ 戸ト の長所を幾分でも琵却する 建築 となり。

得るか向うかといよ、問題である 。

同潤千? に於て11: 宅管理に 20年の経験喜子持つ細 木

管]:11¥部長は 、ホ;土;1{ 1:: との 2附に於ける土1m、炊事

場、使所句、;の ; 防水の不完全から来 る維持管理上

の畝駄を指摘し 、附上と附下とを )jI印J:郁で使用 す

る{I=宅( 千[ 印il，¥';;j参:J! (O に於ても 、便所のみな ら十

炊事場 も:i{ j l 附下に持って来ることを主似してゐ

られる が、使ひ勝手の上か ら言って 、便所が附下

にあるの は卒- 仲11' ，来 るげれども 、炊事拐を居室と

分敵して附下に移すと いふこと は、 1 日の時間の

大部分を; 炊事壌と居室 との間 の往復 iこ費してゐる

主仰にとって 、これは全 〈苦痛 といよ、のほかはな

〈こ の不使を除 < f 1 に居宗の l つを附下に持って

来れば これは 、2事ろ長屋の形式に反る ことであり

アパート のij. 'j' ぷはな 〈なるのである 。

今日 ￯ｩｩＱ ｪＺに絞ｾ ｾ ｉ［Ｚしつつある ｪ 抗 ＱＱ アパ 戸ト の様 に

炊事場 、{ 則前、洗濯室等ぞ共同に し、 腐蝕 、漏水

等 維 持哲 Ｚ Ｉ￵ ｬｈｊ Ｍ Ｚ の ｾｕｴ 新を＿除〈自に 、 その部 分にのみ

無筋コンクリ ー ト浩などの耐水的な椛迭を 用ひる

方法が% へられるが 、アパ ー ト隣組などの組織に

よって 、共同炊事の質j泡と いよ、T 1 f まで生活様式が

押し匙め られなりればこれは全 〈鶴的な不便極ま

るものであることは 、己むを得ないから諦めでは

ゐるものの 、今 H のアベ ート 生前者が誰よ りもよ

くこれ を ｊＮｾ ｉ つてゐる答であ る。

この棋にして 、今 日の生活J様式に 於ては 、木造

2 附建アパ ー トは世 帯向住民ーと して寧ろ長屋建築

に如か十といよ、事になるのであ る。

X 、 l 戸建乃王長居住宅に 比べて アパ ート の特

k とする賠は 、建築延商t' f;こ i' Iする用地面積の節

約 、; 段目 、給水街全:工事等の施工の容易な ること

従ってその各戸前工費の節約などであるが 、こ れ

は多数のーIIt 帯を牧容し得る高層のアパ 戸ト建築に

してはじめて可能であり 、そのま主に は建物は鎖骨

又は餓筋コンク リート jj11こるのほかはな いから 、

従って悲に論議のまf 象と して取り上げられるアパ

5  11 



戸トとは、今日貰際問題とし ては賀現不可能な鎖

骨又は銭笥コンク リー ト迭のアパ戸トといよ、事 f '

持活ーするのである 。木造 2 J ! T 1r 建の今日のアパ 戸ト

の如きは 、! 続格な意味ではアパート? こるの資，協は

ないのぞある。

3.  持家か貸家か

;擁、アパートは貸家住宅の l つの形式である。

その最 も進んピ形式であると 言へる。

Tごから、住宅の供給が民間企業家の手tこ委ねられ

に僚放任せられて居? こ時代ならば兎も }i ] 、住宅密

閣の様な組織を以て今日間家がその供給に乗りｾ ｦｃ，

さうといふ様な場合には 、 『アパ ート 談義』 も亦

i1 : 宅を供給する問家の方針が、剛氏になるべ〈家

主?持? こせるといふ方向に向りられるべきであるカ・

或は貸家として提供するこ左右? 原則とすべきであ

るかーーとし、三、根本問題から IP . 設しなければなら

ぬ。高一各家庭に必す・家を所有させるといふこと

が闘2誌の大方針ともいふならば、 『アパート談義

はそ こで高茅休するからである。

持家論は大略: : J - くの様なJ ] 1[-1I を以て我問↑ 141: として

名家庭に夫々家主? 持? こすべきことを主張する。

( 1)  附土計Ｚ｜ｒＺには各種産業に ｾｦ する油誌なプ，Ｚ

地主 ぞれへの定住計設とを令んでゐる。 ｾｩ ｬＺ

［［ Ｍ Ｑ ・ Ｒ ＵＺ を作はない岡土 百 十 Ｓ ＳＱｪ はあり ｦ 専ない。ｻｬＺ ｾ む

を建設し之を所有させるとしづ、事は定行: 計351:

のIH護鮮iであり最も効果的な方法でもある。

( 2  )  家主? 自己のものとして所有し皮いといよ、

希望は、 13がよ立を皆み兎が自分の穴を持ーっと

同様、人H日の本能に近い欲望である。従って

家主? 持? こせるといふことはこの欲望の桶足に

よって思想を健全ならしめるのに大きな効果

を持つものである。

『家を? 持つ. J J e いふことが家庭生爪に入ると

い」、 ε とを意味する如〈 、家主? 持つことが我

闘の家族主義の出殻黙ともなり、郷土愛延い

ては岡家硯念の源泉となる。

( 3 )  自己の責任に於て建物の維持' [ : ' ; ｾｉｲＡＮ を行』、

故に、自然争誌を大切に 取扱ふこととなり.、貸

家にあり勝な建物の衛生保件のな速な低下が

防止せられると共にその存命が増加する。

こうしに議論に劃して 、位宅は凡て岡家又は公

I ! Q 

益岡誼等にて所布する貸家 とす べしといふ論者は

次の様; こ肱酬する 。

( 1 )  定住計輩とは一定の人をその所に悶着せ

しめると いふ意味ではな し 或産業に釘して

油首なる一定数の 人が常にそこに居住してゐ

ることを要求してゐるに過ぎない。従って家

' { t > 所有させるこ とが人をそこ lこ間着せしめる

といよ、効果は、誼首な る人ぞ趨常なる場所に

移動せしめると いよ、意味からは 、去f J つて認し、

結果を招きはしないか。

( 2 )  叉 、今日人々が2誌を所有し度がるX 1 J 1 . [11 は

貸家の大部分が営利的な家主の手で粧脅せら

れ、不完全な位宅を高い家賃を 持I l って佑ーらね

ばならないからであって 、決して 人11日の本能

的な要求ではない。故に若し岡家又は公共闘

韓等の粧替する安〈して良きイ 1-: 宅が何時でも

tIt りられるならば 、 家の ｪ ｩｊ￭Ｂ干 ｬＧ 欲は角 ｉｾ 摘する筈ー

である。

.( 3  )  持家に) ; r，-tJ: する場イ? と貸家tこ居性する場

子＿と の 同氏 ｪｅ 忽 の ｊＭｊ こ及 ｬ ます影 ｾｪ キの差は 、 持

家主貸家とが混在する場合にのみ生じ得るも

ので 、金者j¥が貸家の場合には全部が持家の場

介と住生前より受〈る問W: の盟、想的路神は縫

らないであらう 。生 ｩｾｩ 精 製の ｊ￭ｹ，［ 立を円棋とし

てい:生前を泊常に指導する ことによって、同

次概念漏1 1 : に jijJ する持家貸家の区別はなくな 、

しf写る。

( 4)  維持修結の離に就いても、普利 (1りな家主

が打算的な立場のみからこれを行五、よりも 、

父多〈は費HJのHl レ惜みから Il¥lに介せの姑息

な修結古一時を糊塗し跡な持家の場合よりも

凶家又は公主主闘賭等が専問家主? 常世して純技

術的な立場からこれを行よ、ことになれば建物

の芯命は却って延長し得る可能性が多いので

ある。

貸家の居住者ーが建物を高L暴に取扱ふとし、』、

株な製li は、同2誌の機能に於て取締ればよい。

(  5)  次 tこ貸家の方が家族織成主? 住宅の太きと

の悌! 係を泊. 正ならしめ得ると いふ便利があ

る。持・2誌なるが故に大きな邸宅に IJ、人教が{: I".

み 、又小さな次に多人数が非衛生的な過密生

活を替んでゐるとい五、様な不自然は 、少〈と

も閥家又は公主主閣髄が性宅を? 経営し家族構成



主住宅の，k さと の腕i係を規定して 、多I! 士入小

人数の家族にも一定限度以上の大さのものは

提供しな い 主同時に 、低牧入多人数の家族に

釘 しでは 、I止令政策的な方法によって 、過?号、

にならない大きの位 Ｚ主 主 ，Ｚ ， ｾｩＡ へると いふこ と に

すれば解泊、し得るのである 。

以 上が貸家論者 J ) 意見であ るが、 持家論 、貸家

論のほかに 、 その* 問の同者イi Hli 論もあってニえの

械な論械に:古: っ てゐる。

( 1 )  :w現地 を初1かく分訓して/J、1-1:宅を建設する

必要のある場合は 、これを介護して持家fこら

しめることなく 、貸与にとして照司王強地主? ー園

地 として取扱ひ得る様にしてお〈こ主主? 必要

とする。

( 2 )  強地を相常i( こ]o' i <取り得る 場合には小{ 1=

'isでも分譲して 、持2誌と し家族教が増加し Tこ

場介には建て捕しを行」、一一所司i成長す る家

といよ、方法 も考へ られ るが、成長す る家はnH

Ｑ 以として Ｗｩｦ にブ三きな Ｚｦｊ 嘆ｾ｜をＱＧＱＧふものであるか

ら、こ の場合を延50千方米程度以下の住宅は

貸家と して家族教が精し? こ場合lこはーー段大き

な貸家に移り住むことの自ト Ｑｉ を ｬｩ￭ｈ ｾ し てお 〈

ことが泊首ではないか。

( 3  )  大 きな -{:1-: 宅は持家 、貸 家の( !l Ht とするも

自rl1 であるが 、何れの場介にも 一定限度以上

に大きな邸宅の建築は 、現{f ' _ の様な資材閥係

からではな 〈、もっ と根本的に性宅政策的な

意味からこれを抑制する q 一一

偲 、以 1-_ Ｓ つの議論の ｾ Ｑ Ｑ 持家 ｬ 論 ｬ 主 人 の移 動があ

る限 、質|際U¥j 題として持家ばかり のJ状態のノk績は

不可能で あち 、事ろ貸家論の方がwむの同次作用

まで H日へられる今 門賞現性が多 い と，官、ふ。

にが全ての議論がそうである棋に 、この議論tこ

於ても最後 の ｩ ｾ Ｔ Ｚｋ Ｇ ｦｪｮ 日論一 一行はば 今日 の賞以 に

多少のｬｉ ￭ｬｊ限 を加 Ｑ へて 、 持家貸家の ｪｾ 統 Ｚｬ￭ｬｊ なｦＡＩ｜態ｾ

盤珂しゃうといふう} 5へ方が 、批 も質際的でもあるー

しii 止も質施可能なものでもあろう。

兎ま れ 、 我附 ＱＭ Ｑ Ｚｾ ど の大部分は質 ｊｉ たとしもて貸家で

あり 、列、に都市の-{:1:屯はよ也前の閥係と人口移動の

激レさとから 、今後も貸家ヵq: 開となる$ は依然

?こる事賓として残るべく 、認に於て貸家の故も世

ん ｴＺＺｍ Ｍ， ｜ としてのパ ー アトが都市の ｈｾ むとして油

市なり や否やの11¥] 題が浮ぴ トーって来るのである 。

4， 程湾から防空へ

既成大都市及ひ' 夜連のj主J :J こある
10
1'1都市のイJ: 宅

は主と して アパ ー トに 、新興都市の性宅は都市白|

設的にヨ1:分考慮せ られ? こ疎地主IJ の_I--に、 l 戸建又

は 2 戸建として計設するを可とすると いよ、株な議

論が一般{ 常識的tこ日目へられてゐ る。ピカ ;r，7. 純に そ

れを胤存にしていいか布I うか。ア ノ: ート 訣義 lまこ

こに 1、花が咲く。

(  1  )  既成大都市、特に米京、 大阪の ]111 きは、既

にその護法の樹致にまで主主 してゐて 、交通機

側 、都 i li 衛生設備、文化施設なと・が 、ili 域の院

さや入口の特! 変と相作はない tt 、今円では大

都市としての恩忠よりもその待感の方が膨脹

に作って二町速に; 檎力11 しつつ あるのが質欣であ .

る。特に万三製等非常時のf ! ) ¥態を想像する時既

成大都市少 くとも東京、大阪、械部等の如きは

故中ー今 11以上ーの膨脹 は これを抑制すべきでは

ないか。寧ろ現ずEの人口をも泊首に分散する

政策を行ふことすら 必要ではな いf ごらか。

乙の芯: 味から JI JJ 也節約ぞ門棋と して既成大

お ｾｉ Ｍ ､ｩ にはアパ ート ｾと い ふ議論は 却って 人口

の過怖を激化する ものとして排斥すベ〈 、日!f1

既イがの木浩wむを? 耐火構造化し 、叉強地主? 疎

開する円 (1りを以てアパ ート化する場介にのみ

これｾＺＱＧＺＺ認し得る 。

人; 都i li の{1:宅珂i は 1"1下の;軍大問題として l底

辺: 的釘策を必要とするものではあるが 、これ

は飽 〈ま で‘肱 ｾｾ ｉ ｬ 劃策として考感寸べ 〈、 一

方恒久的見地から既成大都市の人口 を分散せ

レめる方法を同二l:計 ;11:として樹立することを

忘れ てはならな し、。この意味で社宅政策は何

うしても同土計 7lij の F 市と してこれを賓施 す

る必要が感じられるのである。

( 2  )  現ず1: 殻述の途上 lこある 中都市に謝しては

防 ｾＧ 式的見地より強地の疎開と住民 ・の 耐火構造

化 とを 11摂として-{: 1:居J 形式にア パート を探川

するｉＱｾは ｪｬＲＱ＿ である。 ｻ ｒ｟ しこの場合 、 ｬ ｊ￭Ｇ 訪

日地阿もIi は |戸建-{: I:問の場合に比して多少減

少すること は巴むを得な いとするも 、を1: 宅の

アパ ート化を1現地節約の 門的に於て行ょ、ので

はな く、強地疎開の 日的に て行ふと いよ、者へ

711 
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方にて耳元扱はねばならなし、。

この様にして 、都市に於げる高債な敷地主? 有効

に利用する主いふ経済的な目的から 殻達 し? こアパ

戸ト は 、 都市住宅の形式として、 ｾＩｪ 主主的な 見地力 、

ら住居の耐火構造化と その強地の疎開とを目的と

して取りあげられる様にな って来?こ。 会 〈時代の

推移と 言ふべ きである。

5. 日本人の住居形式としてのアパートの可否

瓶、最後に、ではアパ ート といλ、住民形式が来

して我々日本人の性問ーと して油?; tなりや石やど い

λ、問題がある。

我閑 ｬ こ は徳 川 時代から庶民 ｻｩＺ 宅として棟方 ｉｊ Ｚｫ ｨｾ

式の形が あっ? こが 、ア パート の設建は高層建築の

. 殻達と 作つにものであるから、これ は外闘に於て

も比較的近代的な所産であり、我聞に於ては更に

J武近に登生し? こ貸家の新形式である。

アパ戸トが日 本人の位居形式として油首なりや

否やの問題は、既に『持家か貸家か』の所で一部

その黒ｾに織れ ｉ ゐる 。 我閣の家族主義等霊の思想

は貸家t l " : ひよりも持家 l二位むこと l こよってより多

く漏養 し得るといふ考へ方である。アパート は貸

家匙喋の最 も尖端を行 〈も のであるから 、こ の立

味から最も 非家族主義的な性問形式? ごといふこ E

になる のである 。

ｴｾ が 、 我闘の ｻＺｉＺ 宅の大部分は貸家であるが 、 ＱＱ

本 人の家伝主義延いては岡家知念は 、貸家に1t む

でゐるとい』、事のftl こ悪影稗を象ってゐるとは考

へられない。これは今次の事鑓に 於て 、自己持の

犬邸宅よ りも 9凡211nの棟割長屋から忠烈無比の勇

，1: が輩問して ゐる事賓が対f需に これを諸問してゐ

ると思よ、 。

ではア パー ト用・住者- が何とな くコスモポリタン

的の性格となり易いと 言はれるのは一関何彪に即

閃があるの ｴｾ らうか。 〆

( 1 )  それは l 戸数年.の世帯向のアパ ート の場

合でも 、その舟{ : I : ' 訴の占有するも のは部F警に

げで あって土を占有しないおの椋である。長

屋は形式的にはア パ{ ト と隔? こること速から

? とはいへ、土を占有するとしないとに同: ! ' i '

の根本的な相異がある。郷土愛延い ては同家ー

観念漏養に劃する土の影特は 、力、〈根強〈刀ー

11 e  

深いものである。日本人の位居形式として 、

アパートメント は この意味で不適首である 。

こうしに理山からか否か 、調乙の住宅計聾は初

期刀アパ戸ト風な形式から 、敢近では次第に敷地

を践〈取っ? こ。 1 戸建又は 2 戸建の形式に縫って

.:ifii てゐる t*に思j 、。

6.  むすび

前 項に於て日 ｖ ￭ ｾｾ 的立場から部Ｑｴ ｩ の住宅形式は ア

パ ー トを趨常とするといよ、結論が出てゐるのに ｾｈ

，し、今度は凶家税念晴義の見地から 、日本人の1-1:

ｲｾ ーとして ア パ ート は不適首であ るとい ふ こ と に な

っTこ。[ 1 アパ{ ト 談義. l l 1こる所以である。

筆者- はこのnnlこ立って敢て結論に到達しゃ うと

は思 はぬ。ア パー トを中 心 として取りあげられ?こ

とは言ふ ものの 、これ等の議論の根底に蹴る問題

は、簡単に結論に到達すベ 〈徐り t二も .IO'( <  l l . 大な

るものがあるのである。

生 Ｑ ＭＺ 宅計設の立場の みより考へれば ｊ ｪＩＧＨｾ、頭地に配

置せられ? こ耐民耐火構造の 1戸建乃至2戸建の住宅

群のユー トピア的な風景も想像されやう 。土に親

し々得ると !日j時に防主的で もあ り得る のである 。

か <Xへれば アパート は畢党純粋な意味iこ於い

て イ ｩ Ｚｾ 七の珂想的な 形態ではな〈 、 何等かの経倒的

なもの政策的なものを背景としてはじめて赴認せ

られ るべき住居の形式? ごと見るべきである 。

時局が不可工場の大姉張と持説者住宅の大企建

設とを要 求してゐる 一 方に 、 工場及ひ ｾ￭ｴ 宅の敷 地

として出される農耕地の l白斤'1UJ ; 新 しく開拓せられ

る農耕地の ｩ 白 ｩ ｦｊＧｦｾ凌ＺｻｾＺｾし 、 食糧問題 の［将来 に 一 つ

の暗影を投げ掛けづつあると いふ事賓がある 。ア

ミ{ トを? 係り入れるべきか 、 l 戸建乃王 2 戸建本

fなで行くべきかとい よ、 11日題がこ うし仁川 がらも禁

生するのである。

土地の IIIJ 糧 、人口 のII ¥J題 、資材の IIIJ 也 、 その_l -.

史に差ill つに凶| 際↑ 1:) 勢がある。‘ これ等の附係の訓

手 Ｑ Ｑ を計ることが今日綿ての問題併決の ｾｦ￬ でありそ

して絡でもある。I i アパ ート 談義』はこれ等の根

本問題ヵ: アパ ート を中 心 としてそのJ ; - 鱗を見 せ?こ

に過ぎないと者ふべきである。

ｊ ｦ Ｈｩｊ ｾ ｩ＠ :J  ｉｾ 栄 ｩ 舗 の昨｝ Ｇ，Ｚ { t > 必要主する所以であろう。
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事鐙後輩生せ る住宅問題は主主々深刻の度ぞ 力11へ

それ に作っ て建築家の技術的解決への開心 も漸 〈

高ま りつ 〉ある 。同氏H: 居 、労務者住宅、の大長

建設と質的向上の問題の 中に は絹身者牧容のT i f f .ii' l

アパー トメント も合まれるのは首然である。現釈

の アパー トメント の殻展は多分に自然強生的なま

〉であ り、今後1: 1:宅Il :j 題を統って 、アパー トの質

的l吟味向_1--も建築技術者- に謀せられ?こ る問題であ

ろう 、アパー トメント 設計に訪って世nl 面す ること

の問題について害事綴って見ゃう 。ア パー トとい

っても 、誌では主として澗身スー向のNi-i Wl アパ ー ト

の前である 。
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時痔ri

ｉｾ＠ ，.f' p下・
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ブ ロック ・プランについて

』く1¥反i l-jの周 囲を続っ ておぴ?こ Y し〈建つ何々妊

アパ ート 、x x パンシ ヨンといよ、類から 、近来大

了工仁場に附E風込し てどんどん建築 されつ、ある寄宿舎

等 アパ- トメン トと有栴号す べ き建物のプ ロツク . プ

ランは大腫(υ I ｉ ｾ尚 ｊ ｕ Ｎ心 ｴ

と思 iふ、。イ 、ロ、ハ 、ニ、は まfこ中廊下と片廊下の

二稲類に分 けられ るプロック ・プ ランと して は ど

の場合でも以上の 4 つの型の い十れかじ 属するこ

とになると 思う が、難地の型欣方位の聞係から 更

ｾ＠ "  



らい 各型に 中廊下と片廊下を併合される 。隔謹の

プラン ニングからいふと 、各単位宝を康問 、共同

部分に連請する廊下の取り方と いよ、事に蹄靖- する

のであ るがこの問題tこついては項を吏めて述べる

事にし、こ 、では こ のプロック ・プランにつ い

T 、その得失を吟味する事に止める。イ 、 ロ、ハ

ニ、 と4 つの型に分類して見? こが、之れは何もア

パ戸ト のみ に限つに事でな 〈、ホテ J レとか貸事務

所のどルとか 、一つの翠位宝が多 〈集合して形成

する種類の建物も亦この分類に }jl H1 られるので 、

之れは扱地の形献によって 、単位患の保光簡を /H

来得る限り多〈取る必要上から成りにつ? こ必然的

な型であるが問題はいふまでもなくいづれの場令

に も 必 割 問 す る 側 は 1 日中太陽光線の入らない

暗い翠位tf. t>. 出来る事である。もっともこれがに

めには北商する側に 、出来る限り便所 、台所l底接

宝等に 、比較的自然光線を住吉長程必要と しないも

のを配置するとしづ、考慮をされるのが普通である

がそれにしても大低の場合 2階にある北而単位告

はそのま〉位宣伝として使用されることになる。 {- I:

宅問題が今日程深刻化きれない事娃前一時アパ 戸

トメントも既に飽和紙態に達し? こ時があっ? こ。 そ

の頃のアパ ートメ ン トlこはこの北商する単位宝の

借手がな〈レつもｾ容にしてゐ＿こアパ 戸ト が多〈

あっ? こ。がしかしこれは大低の場合巧砲されてゐ

ることであって今更に云々するに は及ばないこと

であらう。

性告としては採光岡が南叉は;東西することを理

想とする。西岡する採光商は瓦季に於ける夕日 lこ

耐え られない。 と うい よ、黙から各型式のブロック

プランを汚へて見ると 、イ 型は中廊下の場合は廊

下を南北*，hとして単位宗主? 東西南商に配世される

ことに なる 、この場令北両容. は出来ないが酉商す

る. 位室が相官同来ることとなってi徐hぃ、プラ

ンとは言 えない。片廊下の場合廊下を東西にとれ

ば翠位袋は全部南崩 して之は王理想的な配置にな る

ロ型は単位宝を |剖示の如 〈束、 南 、西すれば中廊

下の場合北｛師 、 西商の宝が ＱＱｾ ， 来片廊下の場合は平 Ｇｲ￬

々理想的 と言える 。

ハ型の中廊下の場合二|七、 西商が/:H※ }-，・廊下の場

合西岡のみが川来る、ニ型は中廊下片廊下宍いす・

れも北商西商の培位宅が/l i *る。向この場合中庭

の巾D は ( 21T.'1i j) の如〈太陽入射角の闘係から相

JI 1 0  

酔一一一一一_/! -一一一一一一J
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/ ) = 申 A 恥 1ι 中
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首の 巾を凡なげれば f 附に南商単位主主.の冬季に才0・

ける太陽光線は入らないが大低の場合はその巧慮

lま拶IHまれてゐない様である。

これは D を大 き〈取ると敷地商街が増大して採

ｾＷ 上 のバラ ンスが取れないｼ銅係であらうと思はれ

る。上のイ、ロ、ハ 、ニ型のl吟味から得られる結

論はイ主! !n郎とロ型J 1 廊下の型が最もい〉事にな

る。これは主 とし て車位虫の採光商からのみ見Tこ

結果であるが、吏らにアパ ート 手商を構成する各

要素に中廊下と; ' ' ' ' 廊下の得失 ( いづれも後述〉と

いよ、問題も令めて、こ' : > ¥こ理想的なブロック ・プ

ラン の案ｾス ケッチして見ると ｂｬｩ 品 ｬ の 如〈なる。

イ型J 1 廊下、ロ型片廊下を 合はし てハ型を構成子

るこの場合 ｲｬｾ 庭 の ｲｬ Ｇ ｊｄ は最少限 Ｔ IllI として 、前面

棟の断聞において h を出来得る限り少 〈取る様な

技術的な工夫が必要である。 2 闘の算式より普通

軒高を 20)'¥_ としても最少日10 .5 11日は必要とするが

賀|際上の II l J 題と F しては致地利用のJ 二から不可能な

場合が多い。そこで少しく工夫して成るぺ¥h を

少さ〈するにめ( 2  I品lイ〉の如〈取れば、最少目l H

IlrJ 迄は縮少し得られる 。w: 商する側には主とし τ
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共同部11¥1 ( 後述) ぞ之れにあてれば 、持it1まじ訟は全

部 南l白. の方向に取り得る 事ーとな り、県光イ削'1'共他

ＨＮＱ 各 ｊｙｬｦ 立Ｚ，［Ｎ，Ｚとも均 ー の ｾｫ 態におき得る事となる 。

1，すこ のスケッチを去年本形として史 らに (31;，，;1) イ、

日、に迄殻展せしむる可能性をも持つ。

廊下の怒り方 ( 中廊下か片廊下か〉

前項に 於いて吟味し? こ如〈採光岡よ り見? こブ u

ヴク ・プラ ンを決定するもの は結局廊 下のと りか

仁といふ乙とに要約されると思うのである。し力、

ちそれは n廊下の別式が l:j l 廊下の場介に 比較して

はるかに 好↑ 削'1に 泣 か れ る れ 、ふことは、 :;(t ニヰl

11'，: ' ' ' ' ; ' ' ' : の通風換気といよ、黙に於いても同様である。

こ〉では主として ＱＱ 廊下と ｲｬｾ 廊下の件失につレて

l吟味して見ゃ うと忠ょ、。一概にはし 、はれないかも

しれないが多〈の場合 [.11廊 下の別式宇 取 られてゐ

るのが多い様に思はれる。 これは' l ，rJ論扱地の形欣

と、建築l I 'i i右It JJ 粧がi といよ、囚子に北づ いでゐるの

であるが後11- の方が 多〈決定僚1' 1'として巧へられ

時 事7 千

ｾ ｾヤ 宇 骨片あ 干ＡＡ l 'f:.tJも4雪

争 干 ザ 島 ， 噌 <><<- ，手

、理 海守キ
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るであろう 。建築物法規で j十廊下の場合は 1. 2 米

以上中廊下の場合は 1. 5米以上主規疋されてある。

その得失の割合は 4 聞の如 〈、中廊下の型式を片

廊下にすることにより増加する 巾員はO. 9mとなり

之れに廊下の延長を乗じに商硝fごり建築商積が場

加する 事 にな る。 有宿舎の如 〈相首大 きな建物で

は廊下の延長白も長 〈、しにがって 、その増加[ 面積

l; l 相笛大き〈なって中廊下の1別式を取られるの も

やむを得ないと思わねばならない 、がしかしその

; ; 1 ) 分のみについてのみいふならばその増加商積は

明 らかに椛t内的であろうが 、之を後述する如 〈ア

ベー トさを腫の配置よりそのパ { センテ ージを求む

れば その 士 ｾＩ ｊｉｉ 市 ｩ 杭の割合はもっと ｩ 成制されるの で

はないかと考へられるの である。

次 にrl.l廊下と jj -廊下の機能的な比較であるが中

廊下の場介 、廊下の採光はどうにも解決し難い 、

文; も廊下は位常でな いから差支へないではな いカ，

といってしまえばそれ主であるが廊下の延長が相

首長い場介は '11
央令官あ?こり は人工問HJ j を必要と す

る1li: ひてーある。

それと 取伎と主力q向き 合っ て扉の開閉討に 内部を

見逃 されるとし、」、献黙もある 。泊風換策 とい」、黙

に於い ても にしかな貰験の結果ではないが) - j - 廊下

の方が lヤ廊下に比して そのイ削午はい、と いわねば

ならない。中廊下e J j_廊下の問題は以上の如〈機

能的な件 う たをも計算に入れるならば、 ｉｪ ｾ廊下の粧

がi的理111 といよ、事は 、アパ ー ト平岡決定の上に於

いて も少し考へて見なげればな らないのではある

まし、力、

11
1廊下の持つ それらの献黙につ いて・消極的では

「自

亨 母p li- &> 
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あおが私し の試みに解決法は採光の? こめには誰も

が者へるトップライト を取 ること、 2階の廊下は

い、主して階下の廊下で あるが( 5 岡イ) の如〈廊

下の中央部〈片側でも い' ). ) に吹抜きを造ることで

あ る。しかし之 もよ 〈考へ ると中央部に吹抜きを

土産 ると なるとそれだけ廊下の 巾を増大すること に

なり その巾を最少限 2 尺とするならば、むしろ片

廊下にしに方がはるか lこ明快な解決法fごといふこ

とになるので箪位

室の いく つかを 一

部分犠牲にしてそ

の部分に吹抜きを

一( A ) 牧 盆 部

であるが後者は前者に比し て微々にるもので殆ん

ど使用 人等の食費がパラ ンス される程度が上々の

部と いふべ きである 。 それ故前者がその牧入とな

るわけである。そこでアパ { トの平[ 函3付帯成する

要素を分析して牧主主部主非牧盆部に分ける 。牧益

部は単位室の合計、非牧益部はその以外の全部で

あり之を更らに細か〈分類し‘ て表にすると次の如

〈なる。

単位室、 ( 押入、床，fjl ナ、 フミコミア合ム 〉

l一玄 関、炭 問、

遺るのである。 5

岡ロが結果はその

附近のみ散光によ

ってわ今か lこ明る

| 食 堂、E悠 接、

| 共 同 炊 事 、 便 所、

一共用部分→

一 | 浴室、脆衣室、共 同 洗 面 、

い程度で徐り感心

しに方法ではない

アパート

延 面 積 一

| 廊 下、階 段、

lー ( 洗 淑 揚 入 ( 干 場】、

l一 事 務 室 受 附、管 理 人 室、

| 女 中 室、厨 房、

しかし換気の酷か
一( B ) 非牧盆都 lー管理人 室 」 物 置、

ら云i 、左この吹抜

きは相官な効果がある 。 それと同時に中廊下を横

に臥し Tこ一本のダク トk 考へ 、階段宝は上へのグ

クトk 見る、そしてその雨端は必十開放する事階

段室は塔屋を通じて屋上に、開放し置〈ことであ

る。

最近住居の衛生署名的見地からこの通風換気とい

ふことが特に重要脱されて来Tこが、アパート単位

宝の換気についてはもっと科製的検討を力nへらる

べき fごと思う。アパ ー ト居住者には結緩患者が多

い とし寸、事をどっかで見fこと思うが果して それが

事賞? ごとすれば、何もそ の原因は 中廊下に あると

はいわないりれども 、或はその何分の 1はこの換

気候件といふことも考へられるのではないかと思

ヲ。

廊下の問題に捌聯して下見の問題に憐れねばな

らないがそれに封しては私は唯簡単に日本におけ

るアパートは矢張り 玄闘で靴を枕ぎス リッパばき

の型式を取るべきであるといよ、意見を述べるに止

める。

平面構成要素について

アパート粧替の採算上の牧入は主とし て単位室

の安代、及食堂の設備ある場合は賄より上る牧主主

“ 1 2  

一つのアパートに於いて ( A ) の南i杭 }J> ( B )  

に比較して大き い程粧t内的なプランと いふことが

出来るわけにが 、しかしこの割合には凡そ限度が

あ? て、その限度以上には A ' t : 大きくすることは

不可能な問題である。いま私の手元にあ るアパー

トの平簡をJ -.表の各要素に分類してそれぞれのμ

を取って見ると ＶＱｩｩｾＱ に示す表の如〈になる。

( 表に撰んTごアパートは殆んど賞施 されにもので

筆者の設計じ? こ もの及雑誌に殻表さi ft1こもの等で

大積水浩 2 階建の同程度のものである)

即 ち( A ) 牧谷部は単位宝商Mの合計、( B ) 非牧

径部その以外の商fj't の合計である 。いま乙 の( A )

の 建 築 延 岡i との割合を見ると 、問 欄 の 各 数値

がそれであ る。値の大きいもの程牧径部が大き く

つまり粧術的にプランニングされに事になる。勿

論、アバ戸トによって食堂の設備のあるの主ない

のと又は J. fU1接の有無等のJ mrl-Iによる不同もある が

大開最低 0. 475より最高 0.73迄そ の平均値はO. 58 

である。これが前述しに A とB との制合の限度と

見て差支へあるまいと思う。そこでこの限度から

アパ{ ト計誌に あfこって大曜の採算上の見首をつ

り得る便宜がある。即ち 、先子百十霊される敷地の

大いさを興へられるとする。上表を通算して敷地
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ｾ イ目 (( イA 〉〉

( A )  

( B ) ‘内 ( C )  
( C) 争

稀 ｾ 廊下掛 建 築 延 坪 l除 盆 部 非 牧 金 部 予4

単位皇室一室

愛重量 | 省リ坪重量

K アノf ート 中及片 258. 80 

2  0 アノf ート 中 173. 28 

3. N アノf ート 中 194. 50  

4  A ア パ ー ト l鋭 中 150. 50 

5  A ア パ ー ト 2告主 中 166.∞ 

6  I パンシヨン 中 280. 00 

7  S パンシヨン 341. 00 

8. T パ ンシ ヨン 中 160. 00 

9  T パンシ ヨン 片 203. 88 

10 R ア ノf ート 片 371.70  

11 ｒ ア Ｎｲｾ ート .fj - 302. 50 

12.  ｔ アｾ ｾ ート 中 及j十 、 253. 00 

13.  ｈ アｾｾート 中 242. 00 

14 K パ ンシ ヨン 片 195. 00 

.  

と建物との割合は建築物法によって定められてゐ

るから、その割合で建築商杭を算出する。次に之

を2階建主して2倍して建築延間肢を得、しかし.て

之に先きの限度0. 58を乗じて収益部 l面積の合計ーを

得 る、 然る後後欄の単位室一室首 りの面積 にて除

すれば寧位室の室放を算出する事が州来得る 。算

式 して 示す主次の如 くな る。

単位室数=_i 敷警F暫)??=; 竺! × K

K はおにて示す限度にして0. 58 ( 平均値)

この算式の 0. 6 は敷地 面肢と赴喋I面積のおl合を・

法規による最大限を取っ? こも のであ るから 、少し

ゆとりのあるアパ ート を計註するならば. 0. 5- 0.

4位ひを押へる。向K もゆ& !> を? 見て0. 5位 を取れ

ば共阿部門において徐裕を持ち得ることになる。

次 に室数にて ( A) 牧 径部( 翠位室面積の合計)

を除し?こるも のが単位宝一室首りの商積である。

之れには寧位室に附属する 押入床の間踏込み 、共

164. 00 94. 84 0. 635 41 4. ∞ 

106. 00 67. 28 0. 614 28 3. 80 

139. 50 う8. 00 0. 730 34 4. 10 

85. 00 65. 50  0. 550 22 3. 87  

92. 00 74.00  0. 550 24 3. 82 

161. 00 114.00  0. 590 52 3. 12 

185. 00 156. 00 0. 540 37 5. 00 

87. 85 72.21  0. 550 22 4. 00 

102. 00 101 . 88 0. 515 18 5. 80 

207. 50 164. 20  0. 560  35 5. 94 

166. 00 136. 50 0. 550 28 5. 94 

127. 90 125. 10 0. 512  36 3. 55 

157. 00 85. 00 0. 650 44 3. 58 

93. 00 102. 00 0. 475 22 4. 20 

0. 58 4. 35 

他 { t ' 合ん?ご もので表によれば最低3. 12坪 より最高

5. 94坪その平均値は4. 35坪で ある。前記の算式に

て大轄の見首をつける場合単位室商肢をこのあ? こ

りに置いて計算すればよいと思う。 1) 、貨を多〈計

設 するも のとすれば この値は 3. 0 坪位ひに押へれ

ばい〉と思う 。

ヨたに単位宝の種別及牧容 人員につい て去を造る

と 7 凶の表の如 〈になる。

洋室は塾教に換算 し? こも の k す、 ヲ帖と 言」、の

は 6 帖及 3 帖の絞き間の場介石? 指す、 10帖はすべ

て洋室である 、表に 見る如〈各アパ ート を通じて

4. 5帖6帖が大部分を占め る、牧容人tJ 71について見

ると、表に示し? こ敷は大韓一一一一

4. 5 帖 l 人

6 帖 - 8 帖 2 人

9 帖' " 10帖 3 人

』政容し得るもの t して計-算 しにも のであるが質

際は殆んど各室 l 人 t いふ のが多い。

1  ;3 "  
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皐 位 室 大 き 及 室 毅 ( 可 能 数 〕 一 入 賞 り

計|

白4'r
24 15 2  

2  28 6  16 6  

5  34 14 20 
。

4  22 10 12 
。

5  24 8  16 
。

8  52 43 9  
。

7  37 3  24 6  

s  22 4  17 

9  18 
。 。 。

10 35 
。

18 2  

11 28 
。

12 
。

12 36 19 17 
。

13 44 30 14 
。

14 22 
。

18 4  

帖

10 

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

4  。

。 。

16 2  

15 
。

16 
。

。 。

。 。

。 。

牧 容 人 員 延

58'  

50 

54 

34 

40 

61  

71 

44 

38 

81 

72 

53 

58 

44 

4. 95 

3. 55 

3. 60 

4. 45 

4. 15 

4. 60 

4. 80 

3. 65 

5. 35 

4. 33 

4. 20 

5. 12 

4. 17 

4. 45 

4. 39 

坪

6.30 

6. 32 

5. 72  

6. 85 

6. 90 

5. 40 

9. 20 

7. 30 

11. 12  

10. 30 

10. 40 

7. 02 

5. 50 

8. 85 

7. 65 

一人嘗り延坪は可能牧容人員にて前表建築延坪を除したるもの

欄外の敬本は1貫際よの一入賞り延坪にして室数 にて前表建築延坪を| 徐 したるもの

そこでこんどはこの牧容人員 l 入賞 りの延[ 面積雪

も色めて見ると、前記の仮定による牧寄人員の場

合は l 入賞り延坪が最低3. 55主ドより設高5. 35主f で

その平均値は4. 39坪である 。

質際の場合各室 l 人として計算すると、欄外の

教の如〈その乎均値は7. 65坪である。いま之を普

通俸給生活者階級の仕宅におけるJ l i {V: j百Hjt と比較

して見る、統計tこよ ると

その階級の最も大多数の世帯人教が Ｓ 人 ｾＴ 人と

しその 1入賞り砦t数 3. 1 帖

l 世帯 県 教 12. 6帖

主してそれに 、押 入、台所、便 所 等 I出松を力11ハ

く5頁ヨリノ綬キ〉

能事であり ｾＩｪ 火改修工 事の みにては全く 心制 い ， ｕ

ひを何ともする 事 は出来な い。 雑地 地帯をナ造 る 事

を考へるならば之に併せて三階或は四階建の都i I 1

防火壁として の アパ戸トメントハ ウスは全 〈有効

なる存在償値があるものと思はれるのである。斯

〈考へて与k るならば郊外 アパー トよりもなに都市

11 1 4  

Ｗ こ単位フ ・ ランが 、約、 ＱＱ 士ド ｾ Ｑ Ｒ 坪とすれば、 l 入

賞りのｪｦ］ ｬ 位 ｬ 白 ｩ ￐Ｇｴ は、 Ｓ 坪 ｾＴ 主 Ｑ ［ といふことになる。

よとアパ ー ト居併:;K'の翠依街白色比較すると 、 ア

ミー ト居住. x.の方が遥かにi徐裕がある様であろ。

f旬、上表 の外に 非収録部を構成する各要 素の凶i

積 の統計ーを作って比? こい主思うし、吏らに その各

要素の合理的な連絡、単 位室 の決定 、設 備の111]題

についても 書 いて見? こいと思うが最早締り日もな

〈紙数もつき にであろう から この挫で筆を捌くこ

とにする。 貧 しい統計と古? こ らす' の文章でまこと

に恐縮であるが 、諸氏 のやす等 かの参考の… 端に で

もなれば幸茜である 。

b  アパ 戸 ト質現3を? 要水して J止じまない のである IIj佐主Ml無民i統抗流

;日市巾制lil同il司lリl下に行はる百可f きもので lはま な〈 全 き計

勇 完気正をを? 以て行はる可 1きF ものであらう。要するにア

ノミ ー トa メント ハウ スの名に於てか〉る住宅針策 は

考へねばな らぬ事では無からうか。全 き計醤をす

るにめにその綜合性滴 立性経消性の熟 慮を改めて

要求す る次第である。
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全人類凡てを同時に 1i ! も平等 lこ幸師にすると云

つにことは決して可能なことではない。 .従って 、

，長人は少〈とも吾が民族 ・闘民のそれを蹟らすと

去っTこことに先づ第一 tこ努力をしなげればならな

い。新謹制時局下の今日 の 日本 lこ於ては特にそれ

l が高度に要求きれなければならなし、。それが筋に

は他の民族 ・岡 氏 の i改善なるものとそのやり方

を渉機械取し、訴が長所の助長と短所の改良に骨

を折る k 云つにこと tこ; ) として杏であってはならな

い。このことは誰しも良〈御承知のことと存す・る

次B5である。

者人を手取り平〈幸師 iこして呉しる唯一のもの

それは脊人の日常生前 t 務接不離の刷係 lこj ちり、

始終その内 iこあって l明日の前動と今日 の日本を背

負って立って行< 1 こめ の大 切なるヱネルギ{ を充

分に養ひ諮へるにめの快- 適なる住居の問題であら

ねばならない。

所が、 王手人の位居? こるや今日向型態依然? こるも

のがその大部分であり、中流附級乃至はそれ以下

のものに至つては甚 Ｑｾ 遺憾なるもののみなりと云

つでも決して過言ではない猷態であり、特tこ近' *

4をに行はれてゐる位居の 一様 式 と し て の ア パ {

ト、ぞれには高級中級下級向・少人数家族向・ 1日

" 身者向・男子向・女子向等 その狙ひ所により郁々

なるものを質現 して ゐる様であるが、その特開財

閥の粧替にか〉るものの以外 lこは組織的に見て

技術的に見て蝕り白星しいものは多〈ない様であ

り、これも高度の利潤と云つに ものの迫求のTこめ

には巳むを得ぬ事情であるかもう:11れないが 、一般

にアパート佐ひと云へば敷地ーパイに建て込めら

れTこる貧弱な振りぽて式の建築物 lニタイル張りの

ぷ酬をそなへ 、 そ れより狭 少なる ｾｉｾ 陪の ｍ 込らし

いものが望まれ、その内に モダンマガヱの若い男

女がうかめて右往左往してゐると去っ? こ| 凶を思ひ

浮かべられる人も少〈ないでありませう。併し 、

民のアパ ート 佐ひと云つにも のは決し てきような

ものではないことは誰しも御イ{ - 9 ; 11の_I -.l こも御行如l

ホ 録者は述築扱師 ・ili 'l . 本部会関採

建

とf u

3巳 園築 モ:

白
l

 

l

 

'
a

，
ノ

泰

の所でありませう。

元来 、アパートは l到韓的共同生爪の }111想的に-J t-

開化され得る{ J : 尻ーであり 、日常生活の Tこめの諸般

の施設に劃しては 、伽i人的にはその施設の容易な

らF るを感ぜしむるものさへをも共同の下にこれ

を兵髄化し質現せしめ 、経iff 的生前の内に 1i t -も文

化的な諸般の施設の両院の思惑に裕し得ると云つ

?こ所 lこその特長を護郎 し、共同の電話 ・暖房 ・冷

房施設等を平¥1)め、l伝接室 ・談話* - ・{只柴部常 ・娯

柴主 ・i' iHi} f . ・1&経常 ・ラヂオ室・新聞5H. ・階梯

室 と云つにものを備へ 、その敷地内には戸外に 例

人 の住居ではその設備に相官困難を感 す ・ るかも ｾＺ ｮ

( Lぬ庭球コ ート・ 弓場 ・花掛 ・芝生蹴場 ・ラヂ オ

髄操場等と云つにものを 、叉 、家族向のアパ { ト

にありでは、乳幼児のにめの外戸遊戯場 ・砂場 ・

プランコ ・スベ リ台 ・共他の遊戯機具 ・運動機械

等を完備 し、 或は叉 、その一部lの共同分医農園よ

りは新鮮なる野菜と 美 しき 草花を貯t 1) 、更 lこ大な

る規模のものに王つては共同の温常 ・農 場 ・牧場

等の設施をも完備し 、i誌も理想的なものに至つ て

は、ーアパ ート 員共同の? こめのよ主場を経営して食

料の自給自足を計り 、共同購貨の利便を計る等 、

それ自髄一つの完全に して翠¥! _ 想的なる今日 の所出i

「隣り組」を形成し 、その居住者ー全般の?こめ の共

同の繭枇を計る重要l J i J i 設の 一切を故も粧がi的に完

備させると云つにことが可能となって参るのであ

る。即ち、合型1¥的なアパ ー トの賓現tこより若手人が

ー・個人のみにては到底味ひ得ぬ快油なる生活に 'UI

も安値に浸り得ると云つに所にア パート 生活の特

典を護何し得ることが必要である。

合理的なるアパ { トの貰現 、‘ これ lこは両度の法

的の指導と! 皆目とを必要とするものであり 、ア パ

ート 建築とその空地即も 芝生 ・花世 ・庭球コ ート

. 弓場 ・戸外乳幼児遊戯場 ・物干場 ・分底農園と

云つにものが機能的並 lこ粧がi的見地乃至は美的見

地に立! 同l して有機的ー瞳として の下 tこ完全にその

日的を建せしめる様考慮する必要があり 、同一型

1511 



式 のアパ戸ト の建築が棟ぞタIJぺて建つ場合、その

ｅ 堅 調ｾ 破り 饗 化 を求むる ｔ こめ にも そ の各 棟 に 特徴

i' 保持 きせ目標物 を造成・せし め る上からもそ の各

棟の周圏に造園的技巧をこらし 、植裁の型式の鑓

化 と樹種の饗化乃至は蹟場 の形及び そこに 配置 さ

れる 工千何勿に特徴を有せしむると同時に 各棟に潤

き多修飾的美観 ・景観を 附興 する 等 、倒人的行τ 民

のそれよ りも一段 と建築技術 と造園技術主力: 両度

の有機|生を護担TL し、完全なる結合が新しき一つの

合成趨若 し〈 は有機遣を結果するに到 らしめ る様

致 さねばなら ない。 それが?こ めには折角各位の御

協力に御期待申 し上 ぐる所・多大なるものがある次

第で あり 、健全明朗なる真のアパ ー トの普及を望

んで 11 まない次第である o ( 昭和 16年 l 月19 n )

1. 物

2. 灘

、3. 花

4.  it 

干

言拒

同

場

幽

図

闘床

11 1  e  

5. Id!i 

6.  Je 

7， 果

8. 林

同

明

拘

物

園

関

戯

球

選

樹

出

凪



建 築 軍

ま へ お き

戦時韓11i1J下 4 年、 j栄刻な{ 1:!..- r . ; 1I り! 越の設以はそ u)

ｗｾ ｾ たを尚度同防凶家完成への必引の 一 環として世 Ｑ Ｚ

人に認識せ しめる lこ主11つfこが 、之が閥米的規模に

於ける解決は同時に従来建築家の防j興と建築科阜

の思惑から見始てられてゐ?こ|剥民大衆{ 土: - { Sの建 設

に封する岡家的余業 ・技術の ji j J l' ，と 之が科修的- l i J I

究の遊民主を要請するに L、?こっ?こ。

此のぷ果 、今や我々の前には113-2 に解決を要す

る幾多の問題が切賓 lこ提1+' ，されるに L、Tこつに。 し

かも こｾ ｾこ展開されに住居建築撃 の ＱＨＮＧＨ 汎な米開拓

の分野は 、その精主10な検討をま T二十して直に賓鈍

に移さるべき 。 ものとして目前 ｬｾ 技場しつ 〉 あるの

である。

従て、我々は今や一也に我往事長界の.1dil '能を動員

し此の方 l百にも 強力なi脱税金 it:fi 成しそのi f J !Wとを組

織不] に 探求 ・遂行しなければならぬ。問題は多岐

に分れてゐる Ｇ 。従て可 Ｑ Ｎ ｾＪ ［ ｾ は ｬｊ Ｑ 汎ｉｉＮ統 ー 千 Ｑ Ｇ Ｎ Ｉ であらね

ばならぬ。

之Tごげの前おきをし て 、u: :!J: IIU題の「赴喋単位」

のA王寺谷 lこ入ら う。 之をこ〉に抽11¥して>f <: r このは荒

したが故も辿に且慎重 に針策決定されねばならぬ

|問題の一つであるが放である。

建築翠位

かつて第一次世界大戦後胤:.i3十|に於て住宅建設が

建築界の重要問題としてとりあげられfこ時 、性L主j

ill 設のった量的立t行にともなってその生産の工業化

Ｎ 建築 Ｎ 材料 の 規栴化・建築 ［ｴ ｩＢ Ｎ ｾ ｲＺＧの類型 化・ 宅 ー が叫

は れ、犬が:父我阿の建築界にもトピックとして輪

へきれf二本!主人々 の; 己f立するところであ らう。こ

の時、之匂 の資案に: li して 、我聞には長i': ・建具の

;t g によ る建築全般の規J俗化がすでに古き時代か

ら行はれて居り 、本家は貨はこちらであると考へ

に人々がかなりあっ fこのである d

fjpし夫以後、主として住宅建築に於げる此の] f 1 .

位尺度i ! i l ] が果してか、るものに封等するものか否

か 、 11i. l : 詳細な検討を加|へられ強展せし め られ

縄市 計汁 Ｉ［ Ｇ Ｚ Ｎ ｉｉｉ［Ｎ ，ｪ［大 ・ 大 ｦ ｽｉ Ｎ ｉｾ ｩＧＺ Ｎ号ｾｾ

位 改 革の
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ｦ こであらうか 。否ー一 ーでゐる 。 ＱＡＡｾ 諭 その 必 要 も ー

はなかっ?こ。 なぜなら 、之は生産の工業化にもと

づ く部 t日の規絡化で、は な くて、主要建築素材 ・経

・ ｾ具及よ ｾ I1J l接には木材等のiti 場商品化に暴 い

て長し 、体統の 内に地方的 tこ自然に形成 され? こ 、本

質的には手工業的大工生産反体i の狭臨さ( そこか

らー1..業化規俗 j 出生産 lこ達 す るまでには生産規模の

蝋んと集中が一度経過されねばなら ぬー とまわり

低度ーな段階) lこ恭 くも のでゐり 、その生産方法が

何等主主革さるべき必要も前徒全も l守ってゐなかっ

fこからである。

? ごが今や此の云はV 巧妙に |ー規特化」 され? こi単

位尺度;hl J は、第一に夫が地 }j 的部分的のものであ

ると云」、事に闘して、住宅建設が同家的規模に於

て凶民主1 : こちとして賓現されねばならな いと云ょ、見

逃しから、その 統 一が要請さ れる とぷふ為ｾで、 そ

の l写治討が問題と なって来る。出こに、今や行は

れんとする住宅建設の新機構への改革とその改，y.:

が結びつかねは¥ 機舎は再びめぐって* な いで あ

らうと云」、待機の問題であ る。そして我 々は，こ

〉にこ の統一の要求じ直面 して、あら ?こ めてこ の

単位} <! . _ 度が単 lこ材料素材の} C _ 度であるばかりでな

〈建築 ・益間構成の基本的尺度であ り、 その故 lこ

我々の建築に闘する全 寸法的研究 の成果が こｾ ｾ二

九時的 lこ織込まれて遺憾なきものであら ねばな ら

ぬと云 i 、軍要性 を認識するのである。

此 の 問 題は 、 杢闘の電ｾ｜設備に於けるサ イクル

の 統 一 問題 ・ 或な鍛道に 於 げる ｊｩｬｩ 軌 ・ ｾ 軌 ｡Ｉ問題

等に一部似通ってゐる嵐がある。改革は時機をつ

かん ， で、必要なれば出来る ｴｾＧ げ ｙ＼ 行はれねばな

らね。なぜなら間期tは開始の時機がilll れ 叫ま遮 れ ー

る程増加するから。ピヵ: 夫 (i 森男，な事ではな い。

そこに充分議論を つ〈さねばならぬ敵地がある。

建築単位をある理想的 な寸度 ・JllI Jr n : に艶更する

と云ふ事は 、全閣の電先立設備を 50サイクルに統ー

する主云ふ底の難事でないかもしれぬ。がその決

定 が もし ｩ ， ｦＱｾ 呼Ｚになされる 主 すれば犬は 問 題の本易

1  7  tI 



きを示すも のでは な〈て建築界全般の智能結集力

の稀議とその重要性認識の不足としてそしり をま

かぬかれ得ないピら う。

きわめて簡単な考察で も、此の建築単位はあら

ゆる建築材料、部品から家屋構成の諸家具、道具、

我々の身のまわり品等の寸度- と多かれ少なかれ砂l

聯をもってゐる のである。 急: 速な全商的 ・理想的

改革は困難であるし 、出直しはなほさら不可能で

ある 。 その賞 現は少 くとも 1、2世代を要するかも

知れぬ。従て遅滞はゆ るされぬが、決定は鞭卒で

あってはならない。

その歴史的考察

言 にして云へば、時 1[甘]X 牛間より 成立つ投の

尺度は 、我々の績が横臥する時泊度の官余裕を以て

その中 lこ納るところから、かな b合理的な寸法に

出来てゐる。が詳細に その寸度の現 況をみると我

々は地方的な分布の差異を見出すと同時に、 除草も:

ｬ こ ミ入 ば同じ 家屋の具に於ても相互の融通性ｾｾＩ ｾ
<  ｾ云ょ、程その寸度に出入 のあ る事を見出すで あ

らう。無論後者は大工の技何 1こよる場合 もある

が、此の様な寸度の不lif! ・賀性と地方的差異 色は、

その 寸度の再検討・現想的寸 度の Ｑ 写決定を勇ｾ｜づ

けるものである。

今我々のもつ建築車位ilj l] ( 単位尺度〉をごく) . ; ，

づかみに云へば、ｬＣ ｊ 阿地 ブ｛ｪ ｾ ｬ� 心 とする京間Ｈ普

通6. 5 尺を京IHI I ¥l¥1とし、現1誌にはよ: : e 民ノ? とし

て構成し? ニヲF. ，古l の内! f!l 1に11¥米る 6. 3x 3.  15 J¥_ の』111

の大 きを規準とするのが一般である) 、名古尾地

方 に於ける名古屋間( 恨にこう名付 I ける 、燃の大き

• • • 
で正味6. 0x3. 0! と〉、闘 *地方に於る東京l 1a(ifj; 

を々 6. 0x 3. 0J 亡として解決する 元従て投の大きは

' 不規則) の3聞の系統が指摘される。 f_1! 之は iリj瞭剖

ー寸こ地方自I.J に分イII するも のでなく各地方各都の寸

法及びそ の中間寸法がみ られ る。過去に於て は特

殊な建築には夫 Lこ悠じ fこ主としてヨ リ大きな規準

単位が! 甘ひられ 、その大きが概略 1IUI と云ょ、のみ

でかなり任意的の寸j度であ っ? こ事が推察される。

然らば如何にして地方的な共通単位尺度が賞現

し ｔ こ であらうか。 ＱＡｾ 論之は尺度 の 分布と閥聯する

であらう。京間は近畿を中心主する京阪文化の歴

史的、. 地方的浸潤 l二封臆して中園 、九 州、北陸に

みられるが、之は他の方式よりもす・つ主古き起源

にきかのぼちるべ く、 尺PE としての京nnの分布に

11 1 8  

封臆するものと 考へられる 。之に謝してく京| 剖制の

分布も 無論この要因が複合してゐると考へ らるべ

き Ｑｾ が〉他の場合に於げる 寸 度の劃一寸生は Ｎ主 とし

て商業粧消の護展 lこ仲ふ庶民人口 の都市集中に劃

する庶民住宅の集中的大量建設 ( 之は京阪地方を

の ぞいては、江戸時代以後期著 にみられるべき も

ので古〈よりの京・大阪・堺等に封し今日我々 は名

古屋 ・東京をこの寸度上の二つの中心 として指摘

し得る) と建築要素の商品化 ( この要素・部品の商

品化 は建築主韓と諸部品 e ;b; 使用命教を異じする

事一一貸家経替に於ては裸貸の形態主して表れる

もの一- 1こ支持され? ことみるべきである〉に封臨

して各地方的集散市場聞に封臨してそ の中心 lこ形

成されにとみる べき であらう。無論この単位寸度

の成11:は、床上一l商に燥を敷 く45t式位居形式のE在

立とも刷聯するところ密接であっ? こと考へられ、

内法制と員 1々1il Jの地方的差異は 、此盤位居商様式

の確立に於ける建材生産の殻肢と大工技術のメ: 烈

との光室長. 如何に除l聯す るもの k みられ 、叉特に;東

京を中心 とする ift i々liIJ の設展は 、数次のk 火災に

11-t彪する大世相放{七f.Ti の建設の 内に所iiI'J n:l金11¥1 と

して育成 Ｎ Ｉ ｩａｾ せしめ ら れ＿こと考へ得るであらう 。

fJi ' しながら 、イ11J れにせよ 、此の場合何が各地方

の こ の 寸度 の ￬ｊＡＺｾの撮りどころとずっ ｦ こかと云」、

結について は、我々 は附?をiな技術的ll ¥!. rll をみIJII し

得ない o Jrrr; ;(nij 次 々は閥次‘ の側外iに較べての新(j 少佐

I#Ll R人 の綾小口先は悌iJ J k: 材木の媛小などと結びつけ

る事はIJl
I
来ぬ o ｾＴ 叫 ｴ の決Ｇ｟Ｎｌには 、 ［ 絡式 ・ 車 Ｚ ｩＡ 豆 、 或

lま簡易 ・i街1早々 ; の要素が入つ? こかも )211れぬし 、様

ゥな単位の Ｑｾｾ 探が順弘［私Ｚ ー され定着しにも のであ

らうが、そのi)e:，.Lは一言 にし てョミ」、な ι ば 、かな

り似然保J1"1買をく作ぴ7こも の とみねばな るまし、。

しかも、 ‘ 度心不7し? こ単位は 、今や現賓として ゑ

認され 、すべて の人々 の生活に封して必準を提供

する事となり意併の強! l i I J 力を持 lこ至る。

以上の事官は 、我々がもし公正な立場 tこおかれ

るならば 、この既成単位はブビ介 rl "j : 検討さ るべ きも

のである事、も し改革がなされ るならば 、).::はプビ

分慎重であらねばな らす、且 その賓玉県は幾多の[;j¥]

難に直聞するであらうけれ共 、その研究は拘束 手

れぎる立場に於て行はれるべき事を明にする。

我々は今佐宅建設の一大賞展を展望する岡家的

規模に於けるその賓現を前じし 、あら? こめていづ



れの寸皮ぞとるべきや、x . 挺に新1i . . ) t ; 準寸度金保

川すべきか、重大な起黙にあーかれてゐる。 i夫'どが

なさn- " " ( ま以後の史改は恐ら t は不可能であるか

もしれない幌史 1'. 1%ーの決定場円前におかれてゐる

のである。

内法制と轟々制

こ〉で悩てｾ抑止な技術的問題に Ｎ ｩｬＮ ち師らう。

我々は建築単 ｦ ＱＧｬＺの二つ の システムを憾史的迂 ｬｾ

として持つ。内法制と I完ん: 1mでーある。

新らしき込iif吹の構成は何れによるべきであ ら う

か。以下少しくその優劣につき般討を )111へや う。

建築単位のらたどは云ふまでもな〈建築材料〈木材

ガラス 、建築板等の材料素材) 、建 築i¥i¥rfi ， ( 建n

・ ＡｦｯＱ Ａ ・等 の 成形部 ｲｩ ， ＧｲＩ、家 ｬｾ Ｈ机・タンス・次Ａｾ

ｾ ｮ の 各 ， ｭ 成要素を時開＿こる位 築の ， ｩ 幻 十とは制， Ｇ ，Ｚ

して大量に分 ｾ ｾ生 産 する Ａｦｾ により生 産の 台地化の

) ; i ; ( ( 世をあ? こへる? こめ の規偽次どの娩 爺智光める事

を意味する。従って (r.J れが之等の規格化 lこ封して

す ぐれfニf: 1j 紘一一ー部分品単!なの単純化 ・1，:換1"1:の

IJ'( 汎・等一- - {t> iY) Ｑ こへる か がまづ ｈ ｜ｊ ｬ 越となる。合 ｬｾ

論こ の i愛劣は柿i u) ; メ; の如何に よってその倍 討の

J先般を求ーしく兵 lこする。ニヨ では現イ1:の-+:廿"f. !i i数

字 ｪｙ ｪ［法が 、 将司 Ｔ も素材 の Ｚ ｲ ｪｾ 化 ｬ こＩ， ｈ 正 ｬｕ ，Ｚ桃法に ［ 肢

も近いと将へる ｨ 乏から、こ の 形式 の ｗｾ 法を布 ｪ 提と

して ー 考 察ｾｾ 加lへる事 とする。

内法制: 一一榊材で凶まれに内部 't ;Slll ]ヵ;¥'ii IJ!: )  ¥. 

|主のf語教で去はされる平副柿成ーー その放にこの

柿 成 法 は ｼ人 ｪ 部構成諸材Ｈ刊 行 面 ・ ｬ ぷ ｛ 酎・主 ｾｮＮ 及家 ｦｄ

の単位) ' ( 度ーによる構成 、従てfr'1f'J: JミLE- F旨規擦とし

＿こ ｉ 自 ｪｊ 互 の 互換炉 ｼ ー を もっ 要 素 の 組立による内 ＱｾＱ｜ｾ さｦｬ｜｝

の柿 J，x が可能であ る。

し か るにこ の ぷよ の 根本 Ｑ ＧｩＢ ｊ［ｉ ｊ ｾ 陥 は 、内 部値 互 ｊ 刊 が

あ る ー ー ｊｌ ｾ Ｉ Ｍｬ えさ の ｉ ～ Ａ｜ こ Ｒ 純生す ・ る場 イ ト Ｈ ， Ｇ ｊ れかヅ ｊ

が 反規 十 件 ｉｉ Ｇ Ｎｊ 内部陥成ｾ ｾｾ｜ｦｪ［ ｉｊ されるこ と である。白玉［

ｉＡｾ リ占 ｉｊ で なく壊 なる 峨 ｉ 自 ｉ へ の 十ＱＺ の 何人Ｈ例へば 一 区

，¥l1J に二日日 n の建J I. . :釦がへ る時何れかの IJ fJt:.i 1白iは柱

似 ＱｾＧ け縮小佐要求せられる一一現賀には此の場合

引遠建民の係別によって多〈糊塗 される〉であ っ

ても同様である。此の献陥は例へば縮小単位は必

す・ l 或は 2 1'ii位の特 殊 規 怖の区割( 事質平商の研

究は斯様な少数車位底割 が ある時でないと直剖ｩＧ ｾ ｊ

ｾＩ ［＠ 2前生令 ると ヱミ・ょ、場合力; Wi んど I巳って来ない事

ｵ ｊ Ｉ に 点 って 取る と ｪｾ Ｓ ， 1m外 川 規 怖 と 中 外

の 千l酎構成法によって解決は百I能であるが 、之 が

此 の 方式 の 蹴陥 ・ ｩｬ 川町ｾｾ条件である事は ｬ 切である。

又外壁線長に於ける 科:何 )111算が平副の形態如何に

よって縫 ると云ム不楓WJ 的な性質が材料上の無駄

の原 l.kl ともなり得る。構造材についても 一定 単位

阪割に ー・ζJ'広三が ii没後九二割日並する が 、之を 幾かに分

つ時( 必は! 殻tl こ綜f干する時) ( よ杭傾長の縮ノヒ

( 増大〉を生じ無駄がH' ，米る( 之れは木骨構法に

限らす3 内法; j ; IJ 組ーι 締法でさへあれば常に支はれて

うj ( る紋陥である) 。

虞 々 制 : 一ー では内法制lの.1二述の蹴陥はすべて

消滅する。

しかも 一区制に割しーぷの 内法・外法が内部分

事1] の数如何に拘ら すも椛払Hこます臨すろが 、此の方式

の蹴陥 は各[J i : i!副長に 、ヨ討す る内法 ( 外法) が倍敢

闘係を j友、工せしめない事である。従て内部構成諸

材 〈問 、 Ｉｾ之 、 家具〉に単 一 規侍品による組合 せ構

成の係附を| 苅輸とする 。即ち 之が戸採決の ? こめには

内部構成 に所要する次氏 、道 f1.- ( 或は特等〉には

特殊巧妙な寸法の;i; UイTせを必要主 する。外壁面じ

ますする YJ!(oi犬は内 法 制 よ り 造tこ寄与めである。がj材

j、110.コ.!l 11 <建 築 ・tJ =こむはそ ω 「内部」が生命である

ＸＡＨｾ ＱＺ の ｾｪＨ 陥 は かなり致命 ｾＢ Ｇ ｊ で ある 、 ま ＿こ その快陥

の 一 つ の ー ぶれ と して医 ｾｾ ｊ ま ｉｊ の 単位が少〈なる程 ｵ

僚による 内法縮小! 主11>大となる事貨がある 。之 lま

少単位医剖( 賀| 努/ I ¥j Wi の起る のは l 及 2 ¥判立 )1こな

る程内法に封する寸法判要求が厳桁化され増加す

る主云 i 、:事による不同な瓢で 、II ;J 宅 J ) ;; 1*をも? こ

らしめるに めUこは 、|内芦有ヨ法il市制1;1附;1川lリl よりも 可市if枕伝Jの〉紙封士長七をを?  

一大たき〈しなけれは.なならぬとぷ」ふ、，.涜.寸イ心1白:7JJ県J県4をぞ?汁J折行 4米4 す予。

そしてそ の拙拙i大は建築耐

?仁: ｩら ら す 力がＺ犬 ｩじこよる利 ｪ益 ｨ誌干は Ｑ期明し ｩ剥湖 ｾｦ れし 、の で あ る 。

以上金 要約するに内法制! 、 IT- -身:1;1]、何れも犬々

寸法規僚制定主主礎 t して の難 黙を持てゐる事力qリj

にされ、その優劣は濯に断じ難い と云ひ得る。そし

てこ〉に大きな議論の l校跨がある。が何れの訣 陥

も之を克服すべき特殊手段を・併mして立案される

時は乎面解決の利勝的探求に)，i ; ( 類 1閉 じ主将l倹 っ

て主主々 そ の不利が極IJ、化さ れるべきは疑ひ ない。

?こ1: きわ めて机上的見解ではあるが 、内法制の

もつ平商I l [ i t ¥l Jの差異による総長の強化と云ふ不規

JlI l因子が計 1畠の剖 ーがj脱 皮に及ぼす是正期より 、氷

るべ きi引な p.;;:制1/; IJ とし c if(. 11 ［ｊ［ ｉｊ ［Ｇｊｾ 採 ＧＱＱ さ れる の を ＿
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一臆適温・と考へる事が出来る 。但し此の場合は、

その採用が嗣西 、名古屋に於ける体統的内法制を

否定するものであるが故に解決は萄需要舎も考慮

に入れ慣重且組織拘であらねばならぬ。特 iこJl {Il J

長の獲化に伴i 、内法単位尺度の鑓化石? 例へば昼の

滴立生産に於て如何に取入れらるべきか等の針策

が綿密であらねばならぬ。

内法制、民々 WIJ の問題はこれくらゐにして、ダく

の問題 1: うつら ねばなら ぬ。

車位の紹劃長

単位尺度の絶封長の規定要素は 、各種単位底割

反: に封癒する生活過程、e 牧納物の要求する内法尺

! 変及構材の垂直、水平の互換性よりする立商尺度

との述閥であらう。

此の内 、後者は夫自身夏めて検討さるべ きも の

であるからー肱考慮外のものとすれば前者ーが主要

要素となる 。此の場合問題 k なるのは生前の容器

色しての住宅の機能か らその 内法尺度である。そ

して各単位長の内 、わりでもその最小区制 l 単位

以の内法尺度 t ; 最も規定的なものとしてとりあげ

られる 。

我々の歴史的憾統としてもつ 1単位長の l人l法rlJ

は次の如 きものである。

附 凶 3. 15)'( ( 955粍) 後 il !l J等時に 2. 15 

R ( 652粍〉まで- 縮小される。

名古屋 3. 00尺 ( 909粍)

東 京 2. 65尺 ( 803粍〉

此の際、此翠位を全然新な、例へば50糎とか2

米とかに置換へる 事は無意味である放念頭 lこおか

ぬこ e ' >する。

きて此の; 最小単位区制に闘聯あるものとして問

題とな り来るのは 、通路、家具、押入及特殊なも

のと して便所、浴室、等であらう。此の内人髄の

寸法的研究発から最も直接的に大 きさと して要求

され且大き く思はれるのが便所底部jの1米 x 1. 2米

である。但し之は夫を建築主韓から突出し? こ特定

規格として取扱ふか ・或は封角線配置又は長位の

みの特殊区割 ・/J 、便所と の結合配置・等によって

まづ内法900.粍 あれば許 し得る大きと云ベるであ

らう。通路は1 . 5人巾( 1 . 000米〉がのぞましいが

900 . 粍あればすれもがひは可能である.

家具の内直接人髄から規定される寝韮( 夜具も

同様〉は最小皐位ではないが、その長位は 2単位の

問題として取あげられて量るべきも ので此の場合

1. 900- 1. 800の大 きが最小限として要求される。

きわ めて簡単なチェックで あるが、以上の諸黙

か ら東京間は明白に/J、きすぎると 結論さ れねばな

らぬがまづ名古屋間以上の大きであればゆるさ る

べきものとなる であら う。

次に 、 今仮に柱 ｾ ＳＮＵ 寸 ＨＱＰＶ 粍Ｉ及 ＱＰＰ 粍とし

て 1米民々制の寸法と併記して若干の単位教につ

いてその区割内法長を表記する t 次の如〈なる。

!米民 "" JrfiiJ 京 間 制 名 古 屋 関 東 京 間

柱径 106粍 柱 包 100粍 ( 柱径 106)

J:oYJ，位 894 900 955 909 803 

2単位 1894 1900 1910 1818 1712 

3単位 2894 2900 286う 2727  2621 

4単位 3894 3900 3820 3636 3530 

此の衣に l切なる如し 1米民々制は最/J 、医却j

で名古島問よりも 狭〈 、2単位で夫を凌駕し、 3.i! 単

位で京1mを凌i$gするにい? こる。しかる lこ低迷の虫fI

〈杭居室川 の 寸度に於てｾ分を争』 、領 域は賞にこ

の最小 l 及 2単位: に あるのであって 、民ん制が単

位を 1;米にとってもなほこの領域で京| 問、名古屋

li ¥l ili l J よりも小さい主 云」、事は、その住宅金閣の[ 面

的のま怜大: ( f 七Il Ji 医;1i1Jの単位長は主主して 2. 3. 4 単

位に分不li する州主者へられる) e較ii( して此方式

ゆかなり大きなｾＩ ｾ黙である 事が明にされやう。

之は叉内法の非倍数的増加!と 共に家具寸度決定

に封しでも此方式の根本的紋陥ともなる。無論夫

は現在来京で行はれてゐる 3 尺翼々 制に〈ちぶれ

ばはるかによ い ものであるが、現在閥西地方に流

布せる 家-! ¥- の寸度が 900. 909. をI. l 事位:e せるにか

んがみ一一無論新らしい単位1 I ，IJの決定は直ちに家

具規格にも採用せ しめで揮然綜合 されに住居構成

を可能 k す る規俗化活動が指導されねばならぬが

一一ーその闘西地方に於ける普及の? こめには特殊の

脳慮( 例へば 2単位医割 k する事によぶって牧納が

可能 となる如き事を利用する如き平岡構成の特殊

の願臆等〉が必要されるであらう。

斯の如き民々制と丹法制の車位捜化 i二伴五、大ノj 、

の交錯 k して表はれる前者の弱賠の故にもし民々

>1< I!!井厚二. t荷山# 雄. r日本人におする建築筏設備の寸法的; gf究J Ｈ建築容院究第 ＷＸｾ ，Ｎ Ｍ ＹＰｾ Ｎ吟〉

湖 水 間rtr卯三・ 「苦srli 住宅の建築祭的郎事f . J (l' }2部，也議第百F究協94. 98. 1∞iJ1t怠照
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制が採用されるなら ば将来 iこ於げる構材僚件の襲

化構造法の密化もー! 底考胞に入れておかねばなら

ないが、その絶封車位一長は従来の夫 よりも大きな

ものが要求され少 〈も 1米以上のも でな ければな

らぬ事が推察されや れ

斯様にして定められにj別立1111Jの寸度規定は 、寸

度の性格としては主として「巾」に於て定められ

にものであって、之に釘して「奥行的性俗」の寸

度には一一判1入その他 ・牧納物或は使 I門担J:質等に

より一一 1J別立 を必要としない場合力: かなりあ

る。叉 1- 'IJ I1J MMi 系の寸度に於ても〈例へば運動

を仲よ、油路= ぷ除lの如き ) 1. 5単位程度・を最埴とす

るものカZかなりある。従て新i引な緋成 lまや寧{ 立原

;!t1jCO. 5限佼及少くとも 1. 5単位|高制) をきわめて簡

単に作り得べ き規短様式石? ともなふべき事. が要訪

され る。か〈て夫は有効性声ij < きわめて無駄の少

ない{J 居室n日と生活様式を応策、定地せしめる有

力な手段となり得るであらう。

我々は建築の寸皮を問;越とする時常に騒々抽象

的に「建築の尺度は根本的に人惜の夫によって規

定される 」 と云』、。が夫は来して如何なる機構を

通じて規定されるのであら うか。

人関と寸度のJ 二lこ於ても っとも符接不雌のも の

は衣服( こ 〉で は偶人差が重要である) であり 、

共に11，t義の家J 1， C入閣 を支持し或は夫に接ーして そ

の動作の有| 山J をなすものから、 1・Eに次 ij ¥A或 l正夫等

のものを牧納する家具) そして建築・設備( 米 n

及人韓の日動を包容すべき窓口f I ) と云ょ、系列が本

易に指摘される。此の系列 iまτJ")文規定の精粗の系

列であると同時に移動性のん小の系列でもあり、

寸 度規定の何久刊 ー の 系列でもあり、叉伽 ｉ ｾ ｉｊ 僻 ｾ￬Ｉ とか

ら共通所決八の系列でもある。 そして我々はノト紋

後の建築の寸度に前副してゐる。

人 曜の寸度をきわめて詳細に検汁する事からｾｾ

-J-{. ・i設備の寸度を l明にしゃうとする研究は既に粘

織に己、ろみられてゐる。にが夫から建築へ我々

は如何 tこ飛躍するか。個別から統ーへの昇華は、

その封象の需要供給の機構と l伶j聯して解決されね

ばならぬが、夫が如何にし て追究されるか。

こ〉に単位尺度決定の理論的興味と重要性がう

かぴ出て*ω 。夫は爾後の足喋の全尺度の云は Y

基本をなすものであれそこに我々の寸法的研究

の金成果が吸牧されつ〈さねばならぬ事含我々は

銘記せねばならぬ。

結 び

新らしき建築単位の制定は新らしき規矩株式の

確立を意味する。そして夫こそは新らしき性居主主

ii't に於げる校術的改本の最も軍要な課題の一つな

のである。

併乍ら、 木: 逃構法と結びついに規姐は構法の殻

促進歩によ り早晩他のもの によって代替される。

しにがって新らしき単位の採決は夫程必要なもの

でな いと 云ふ 人があるかも 生 ＱＱ れない。 ｴｾ が 夫 はＱ］ＱＺ

.[; の寸度の生前様式の全過程へのつなカ Z りを知ら

ぬものと三;( まねばならぬ。 {-I: 居構成の金分野 tこ於

げる遺産の矛盾なき繕承の fこめに は、新らしい方

式にうつ〉ても唆更されない寸度ーを常に得 てお〈

事を必要とする。そして夫等すべての ものじ合加

(I" J な共通寸度をあ fこへおにくにめには 、我々は今最

もよき時機にある事を知らねばならぬ。

筆者は建築単位尺度の改革に封して貧しい検討

を提州しに。議論は今っくされねばならぬ。 そし

て改革は容易ならぎる 問題である。

t: が その目前 の閑!.1t ，さに肢惑されて扶手するや

うな事で は怖を後世にのこす事になるであ らう。

庶民 ｻｙ 主 力 ｾ (，ま じめて建築科感の光の下に j慣ら され

円. 夫が新らし〈改革・創出されるべき機運が熟し

今やその第一歩が踏み/ 1 ' ，されんとしつ〉 ある此の

時こ そ絶好'の機のでなければ ならぬ。

改革は叉! 刻聯するところが組めて多し、。問題は

.l' jI に生産部耐のみでな く、 機多のfN統と交錯すべ

き消費?z官fffi にもイf : (r: する。あらゆる建築材料・部

品 ・家具 ・容器 ・}11 H- - - その生産施設から大工

技術・更に生活様式の改本にも剛聯するところが

あるであらう。

t: が その彩しい錯綜の故に 、tti 態に執J青する事

l士ゆるされぬ。 J::. は改革への蒔路をもにらすべき

も の でな〈 、 改不の ｾＧ ｾｬ 麦ｾ色 ｅ の ｽｨ ｬ 到を要請するも

の である。 ｊｩ ｬｬ も改 ＮｹＮ Ｚ の 決定はｾ建築材料から生 ｭ Ｎ

JIJ ': ，' d こい? こるまでの新らし き規十件再確認への精力

(，"J  1，ょ過準によって迫陥せられねばならぬ。 そして

たが我建築外に 耕せられに任務のーである。

車に ｦｾｾ 統とシタキリの泉院 ー であっ ｔ こを Ｑ Ｚ 居 と 生活

技術 ・生前様式が建築科皐の主導によって 、住民

科島県の建設をjlli じ鮮明 ・改革されねばならぬ時 、

一家IJ も退嬰はゆ るされない。

が 、 改不 Ａ主 賓質主 ＿ 作はぬｾＺＮ［きわぎであっては な

らぬ。

犬はw との建設・新らしき生産・配給 ・消費の

機構の例ii!i ・集中を通じ一歩- zt;- 普及 ・賞現され、

i互に全同11!: { t 居の指格的タイプ正してみ とめ らる

にいにる べ き着賞きを以て旭川されねばならぬ。

建築寧位の統一 ・改革は我住居建設の今後の科

向の一指標主なるであ色う。 ( 260 1. 1. 5)  
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記 念 _ . ， 、

事 業 中 . ノ ノ ・ ト 建 設 に 闘 す る 件 の 報 告 書

日 本 建 築 協 曾 記 念 事 業 委 員 合

ア パ ー ト 分 科 委 員 合 ・ 主 査

本分科併は昭和 15年 5 月17日伺記念事業委員合

の委描 tこ依り 庁.記の諸氏を以て構成成立し ?こも の

である a

主 査 薮 中 良 幹 事 石 井 泰 雄

委 員 荒 川 利 同 石 原 達 体

同 新 尾 保 街 同 問 問 孝 男

同
ノj 、 キ木 清 同 野 中 駒 市

同 ヅ〈 同 ， 錨 蔵 〈五十音順 〉

本分科ヂ? は昭和 15年5月23日第1回の合合をなし

般方針を定め、爾 予 ｦｾ 封議 祈究調予 ｅ 見 穆等の合合

を霊. ねること 前後 7 回に亙 れ 各 委 員 の 熱心に依

りてー肢の成果を得? このである。今、之を述べる

前に本分科手? の使命を明にしなげればならない。

光づ狭義に考ふれば、記念事業委員合にて、委員

鈴木一幸氏の提案 され? こ通り 本合員 tこして澗身者

諸氏 に快適にして安易な位居を提供する 案ぞ 作 る

ことである。これは本分科合護生の成因をなすも

のであるから最 も重黙を置 いて研究 しに、これを

ＡＺＨｾ一案と保栴しゃう 。

然しながら 、分科合の爪動泌聞は以 H こ輩きる

ものではな い。 限定はされてゐないのであるから

更に澗自の立場から考へて見てもよいのではなか

らうか 、それは更に Jt.'i ¥、 一般のj町 内「アパ{ ト」

なるものの現献を削ることに依って判明する。 一

般人が「アパ ート」 建設をなす時に 、一歩前進し

? こ「アドヴアイス」を興へることも亦洋々仁科せ

忘 れ?こ問題であると 巧へられる 、依って これを恨

り に 第 Ｒ ｾ 集とし＿こ ｌ 、

以下乙れそ分けて述ベ ム

第 1 案

円本建築! 私合調身建築家「アパ ート 」に就ては

最も主力を注い Ｍｲｾ Ｇ 。 その 位置、敷地環境 の撰定に

各宅の配置 lこ、各主主: 殊にf . r ; 常内の詳細部分貸主料

等に亘って、 或は見製に {i-c り、 或は調誌に 依っ て

111ボ得る限り多方商の資料{ t >蒐集して試案雨 3案

を設計 し之に 討 議 と研究を加へて練り、 之に工費

見積書 2j f J j を煩してほ Y 遺憾なさ程度に整備し 1:

1122 

薮 中 良

のであるが 、こ れは愈々宜施案作成の際の最引力

な る 資料として残し今は煩しさを避けてが Ｑ 論 ｴ ｾＧｾＱ

を記載する。

県紀二千六百年記念事業

日本建築協合満身建築家「 アパート 」経替案

l 目 的

新時代の文化建設 を荷ふべき 青年建築家に快泊

なる安息所を興へ以て漉刺優秀なる創造を期待せ

むとす。

2. 牧容人員

第 1: 火計事: 27名内外

3. 位置及用地

大阪 近郊にて ａ 納色彩 ｾＲＰＰ ｴＧ Ｑ［ 以トー

4.設 備

建 物 木 造2階 建 約 186坪

居間 27安 4帖牛共他附風諸常完備

f"J 堺 、閑楚なる庭問

5. 設備費

木造2階建附帯設備共

円

49. 000. 00 

I"j 堺、臨ー関、家具敷物等 5. 600. 00 

6. 建設費金

容 附 金によるか 、 ｦｊｔ 入金によるか Ｈ Ｗ Ｉ 参 ｈｾｻＮ

7.1肱支計算

文 IH 之 部

門

1. 人干l'究 (月 2001副〉 年 額 2. 400.00 

内 管 理 人 ・夫婦者 月( 手笛共) 100. 00 

女 中 2名 月( 食費共 ) 100. 00 

1. 71 ¥退、電気 、燃料費 860. 00 

1. 電話法本料保険料税金] l fi 内令衛生費480.00

1. 替持費 、庭ー関手入 300. 00 

l 借地料 200坪 40銭@
960. 00 

介 ｾ Ｇ ｉ 年額 5. 200. 00 

備当5 ｾ ｬＧｬ 去 ｦ ｊ 費 金利 は 刷 、途に考慮 す。

牧 入 之 部

円

ＱＮ 申 案 ・ 室伏 ＲＷｾ @30.00 10ヶ月分 8. 100. 00

2 乙案・常 代 。 @ お .00 ｾ＠ 6. 750. 00 



3. r、j案・ききれよ ?  @20.00 .. 

荊 ! 険 金 成 分

1. 甲案 、 差引

2. 乙案 、 4  

5. 400. 00 

3. 100. 00 

1. 750. 00 

( 建投資金借入及寄附4訟による〉余

剰叉は if fI却κ 充省

3. 丙案 、 400. 00 

( 建設 資金寄附による〉釦却に充?を{

8. 設計其他事務費

若干計上するそ要寸。 以 上

備考 室料は 4 *占ヰ粍HL- にて最低 12岡乃至 げ

国位は環境手伝 1¥' 下等にして r. ll 等程度は

25園位なり。

第 2 案

資料蒐集の篤めに見壊して、各委員 の感想、が野!

せ令して一致し?こ切は 、所詞替利的 「アパート 」

の非居住ＧｾｉＺであっ Ｗ こ 。

一歩室内に踏み込めば、 i慣んTご益示と純くさい

臭気が ｾ ｜ Ｑ･ 衝しこれでは如何なる制躯鍛腕も円

一日と蝕ばまれないで居ゃうが 、之 lこ反して一流

の合nU:銀行等の寮7よるものの 、環境、設備の隣潤

無碍、健康と悦楽に葱まる '>1e見よ、 1M比してそ

の差の容壊も管ならぬを嘆かぎるを得ない。所前

人的資源捌i底のPIれまるる今日、再々の協力すべき

一断面を惑に護見する のである。凡百の設備 、普

美J ) 慰安機閥も 、- 'Imの通風、 一 日の目 mt に若力、

子 、住居問題は数の問題と共に質の問題でなくて

はならない。

質の問題は、法規の最小限度、即ち、最大粧がf

と云』、謬想に; ( . [ りとすれば強慌力 lこ依る 一歩前世

1e必然ならしめればい〉 、或は経替 と負婚の均iYii

問題ならば、低利資金や特志家に倹たねばならな

L、。

前述の方法は最も趨確なものではあるが、今直

ちに以て否 ・ 々のなし得る鹿ではな い。そこで甚 ｴ ｾＧ

消鋭的ではあるが悲に二つのj全が見l甘される。そ

の一つは批許である。坊間の比較的優良な るも の

は推奨し 、非衛生的なるも のは指摘 して改善案を

指示するのである。本分科手引こて少数ではあるが

蒐集しに資料を法として之を機大すれば成就し得

ろと考へられる。

そのこは「 トラ」を提供する のである。如何な

る打算ー的建築主 e E41不良「アパ ー ト」建設が念願

でなく L 反、って良建築が終局は利潤を粛す事は! ( ! ¥

1.:11 して昂る のであるが 、彼等には工夫、製化 、illi

ゴ レがなく 、 そｾ t  lこ1'1辻、tlij の亦建築家も剖意する俄

怖がない 、それには 、優良なる 現賀来: を蒐集して

参考資料を興へると ｾ ｉ ，Ａに 、 亦泊首な想定 、 例 へば

延坪 600:; 1三方米科z良ーとか20常伎 とかの利々の創作

来-集を提供す るので あるのこれは 他に も類がある

が事j!r募集などがj直前であらう。

要寸るに 、|司本建築| 窃令が 「アパー ト」改誌の

ー礎ィ i として建設するも妙案であると共 に、 示唆

に' {( ; ・み、! tl !{nJ -KI: の平iJ < 樺jぷある投ii -n日i集者? 褒表し

て、ヶ先立がJ に水準: ffJ ｾＧＮ＠ ｜こ ｾ ｩｴ すろも亦窓Ｚ義なしとし

な いとｾへられる の である。 以ートー

終 りに臨み熱心なる委員持氏の努力と見皐及見積等に

多大 の御援助を 賜 りし各位に深怪の感謝を表す 3

円 木 建 築 協 令 稜 行

行
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大 阪 の

2志 望室

些星

._2. .  

充、

品二、 の
• 2  • 

大阪の茶屋には 、料亭に利用されて居るものが

搾山ある。盟公の席、淀屋の席、宗朴亭等を持つ

阿禰陀池の料亭二葉。 ー元結の俳人ノj、西来山の別邸

であっ?こ今宮の十寓堂の書院及:3つの茶室を持つ

支那料理屋来山が、その主なもので 、1唯松庵、淀

看府 ［ 認し 、 妙喜庵思し等ｾ持つ餌差町 の木原 則邸

も一時料亭に利 用されて居?こ。新し い ものでは阪

急服部 にあ る志方氏の数寄屋が、星ケ丘. 茶寮 とな

っ て 居 る 等 、 敷へ 上 げれば 、 ま ｴ ｾ あることと思ふ。

京都の茶室が多 〈寺院に附属して 、よく保存さ

れて居 るに封し 、大阪の茶室が料亭に利用されて

居るのは 、大阪人の事物活用のー断商を示すも の

として 、興味ある著? である。

一盟 、多〈の室等を持つ、か〉る屋敷は風流生

法には油ーす るが 、活動的 、賞利的生活には油しな

い。 そこで、 風流な主人をうたっ? ここれ等の屋敷は

ｬ ｬｩ￭ 人 生活の悲 し さに 、 後能者がない多〈の場合ｾｾ

次となって荒鹿するのが常であるカヘーこれを料亭

にでも前刑して荒慶から救 i 、のは 、一つには町人

大阪としての 、名席保存の方位-でもあらう。一一

l乱暴な使ひ方で 、ひやひやするものもあるが 、雨

漏りで腐朽するよりもましである。

ギFの方から云へば、j$. j賓の l喧騒な生mから 、ー

制 して 、名川; で風流を味ひ得る{ 更が得られ叫に結

構なこヒである 。

東京の名席が富豪のものに Ｑｾｾ イ子され 、 京都の名

町が寺院に 、そして大阪の夫が料亭に保存される

と制下干し Tこら大阪人の恥Tごらうか?

×  ×  ×  

大阪i l-j 西広阿禰陀池の二葉は 、大阪市内に珍し

し樹木の茂つ? こ腕い庭の1j -1に、新古六つの数奇

f.l:u 大腕I 1Hを持つ? こ料理である。

もと此屋敷はー、北部の淀屋小庵が替ん t.: '}J Jj 邸で

あると 1*える。小庵は淀屋の二代目で 、茶を好み

連歌をよ 〈し、初代が八幡に土地主? 持つに閥係で

来格者はさ館住宅設計節畏

1128 

席 淀 屋 の 席

、R

L  

岡 田孝
男*

法州 、 松花 ｾｩｴ とも親交があり 、 叉初代が大阪の陣

の時、茶CI UJ の家康の同出血をな迭して嘉賞にあづ

かっ仁枝な肉縁で 、この地に桃山遺構の茶周; を移

し、又自分の灯の茶室を建て て、風流生活を沿っ

? ことイ与える。後に狩野宗朴が依って 、明治の始め

宗朴本を建て 、更に大三輪氏の性ひとなり 、今は

二葉の手に蹄して居る。

×  ×  ×  

盟公の周; と呼ばれる茶亭は 、池に回して建ち 、

六帖のうも ー帖分が土問となり 、五帖の室で 、三

方lこ捕れ{ 象を廻らし 、書院風の 明るい茶安であ

る。移建のときに縫って居るであらうが床脇の

化、

飾り棚と 、それに接続する火; 股風の水尾は 、桃山

j尭の商影を洩し 、廻1) i像の澗濯な手法と共に 12公

の好みと 1l1j えるにいにつにのであらう 。71<l豆の

地板には恐らく 、ゾL協が切ってあっ 1: に i主ひな

し、。

もと屋識のw : の方にあって大Jo' mnl こ連絡して民

fこそうであるが 、大三輪氏の時に現位置へ} 引多斡

し、その時の記銭は建物の床下lこ埋めである 111 で

ある。

この) 示1お飾り棚と火時! 武の71<屋は 、本家より 別

に低い屋根をかけてあるので 、長 いnnに附朽し 1:

のであら う、現在あるも のは 、撤回取りかへ fこの

か、詳細部の引手 、火熔仁! など拙いものが附属し

て居る。体えがどの程度信用が置げるのか 、あや

しい所もあるが、しばらく 1!1j 読泊り書きつけてお

く次第である。

×  ×  ) (  

; A屋のNl iは、淀屋辰五良¥¥逃愛の川; と云って居る

が 、 辰五郎がこんな佑ぴＱＢＺ茶Ｉｾｾを愛して居 ＿こ ら献

Jifr にもならなかっ? こであらう。 3 似iの舟; に 2 帖の

71<屋がつい 1: 、茶室で 、 3 刺iの方には壁塗り廻し



豊公 の席外観

6  iJII iのうち l 帖うj、だけ

土問となった T$ で、 こ

れに娼り締僚と 、床の

間及床脇が附いた瓦葺

のIJ 、さい建物である。

何皮も移縛して居るし

その肢に幾つて居一るだ

らうから細部はよくな

いものもあるが、何 か

しら、古い形式が残っ

て属・る様である。

豊公 の席内初

111 入口の方を見る。 ' if;

僚の内の地抜には丸蛾

が切ってあったものと

推される。この形は l腐

朽したものを取り務へ

た時に納部が遺たので

あらう。袋戸初j の検 の

ijl 手も古い形ではない

大 阪 の 茶 室 ・ 2

豊 公 の 席 と 淀 屋 の 席

岡 田 孝 男



聾公席内部

;東側と北側 の42J 〉が建具になって

居 る 。 東 側 の 中央 陀粧 が 立ち定右

l 問 宛 を 引j主に した の も 古tl l1で iiii

白い。

11 2  

豊公席内膏fl

床 の 間 と 床 脇 飾 り棚

]  . 天 井

天井町 7 尺。廻総セイ， 1寸2分

而1分日麗コ天井アジロ， rI"J :2寸2

分。卒滞. I当竹筒!S分71' ，

:2.  2 j 3 而

符栂・1寸5分角 . 1518朋併の四回

取コG 舶のうち 1帖壬は l や瓦

敷士問 。 ｾ ［Ｉ尺 Ｑ 寸 Ｕ 元 一 Ｗ 分 ｸ ｬＩ

尺 Ｑ 寸 ａ 分ＭｦＩ尺 Ｗ 寸 Ｘ 分。床 ｾＴ 尺

5分x : 2尺弓分。濡縁板巾 l尺2寸7

分。床高. 土問より ] 尺5寸5分

A  3・ 西 側

お手てコ飾棚，下地袋内法高 9 寸

G分，間口丹尺9寸，鴨居厚1寸'4分

商取。

中棚厚4分5厘，巾] 尺1寸5分，池

袋より， ] 尺7分上 り。上無目1寸

3分5庫x 2寸7分500，中郷より1

尺 l寸上り， 中殴袋声 倒 内法高

] 尺5寸3分，巾1尺6寸1分，天絞

厚δ 分5厘，側板よりの出5寸， 当主

返しセイ] 寸巾1寸3分，側板厚1

寸5厘， 巾] 尺5寸3分。

左手 1]<屋棚，地板間口3尺1寸3分

奥行] 尺5寸5分。左/ 烈杉面皮3

寸。透 影入?f 燈 l影，厚] 分3麗横

Ｑ 分。高ｾ所 ￬ ＺＺ て ｴＨ 雌迄 Ｒ 尺 Ｓ 寸 Ｚ ｾ

分 低ぎ所 ｩ とて ｝ 尺 Ｕ 寸 ，猪 ， ｾコ 目透

あり。緩無自在i9寸G分。羽目板

巾4寸7分自堕- 3<. . 字， 中文ρ 透あ

り。天袋内法 S 寸・3 敷訓号室共

1寸4分。

「次頁 へ t責 < )



n= 

.  .副

'、

" ・1

。由頁 より 紺 < )

4. ｾｉＺｊ側 経ふり左右 2 枚ヲ| 遼障子入。

床経 I寸4分 x 3寸商皮。滋樹セイl寸5分，高さ5尺4寸，床柱 仏 南 町

3寸5分角丸面あり。障子内法5尺2寸，縮庭3分組子2分，H要1尺 t也 容 内 法2尺3寸 中 政 選 セ イ l寸2分5盤。六J ors筏 2尺5寸9分.

3寸5分。聞の出桁3寸3分x 2寸 。 腕木耳寸x ]寸斗分。セイ1尺 k 下1寸;1分の壁ふり。けんどんR景子入。 鴨宮1寸イ2分5座 。 手 熔

出 Ｘ 寸のｾＯ，｜ＱＱ待念りあり。濡縁 ｉ 寸＿分下り， 巾 Ｑ 尺 Ｒ 寸 Ｘ 分の板 ， 綴 径I 寸5分，長さ2尺8寸7分. 高9寸1分。衆便 1寸- 2i j - 。出入口

手沼地覆] 寸5分角，笠木 1寸4分角. * 1寸古分 x l 寸4分 内法高4尺6寸-2分，鴨宮セイ l寸S分。

5. 東 面

引遠野子内法高さ5尺2寸，鴨署セイ] 寸i 3 分丸面あり 。中央に

、
、

，
、
‘

、.

311 
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淀屋席外笥1

Ｓ 中ｲＮの席に Ｒ 帖の Ｗ ｾ 屋の つ い

たfと茶室である。樹立の中に

あって大分荒れて居るし 、*' 1

＿ 与に佼ふｾに改造されたとこ

ろが多く自につく。

淀屋席内部

3 帖放で . 段者負り廻しの少し

科な床の間がつく。天井は尿

根 裏をそ のま L 見られ、桁、

主民が旅 ＱＱＱ し てＩｾＺＮる。手商 ｩ ￎ ｪ ω ｬ

l制牟4 枚 建 具のところは模様

替になったものと恩はれる。

ｾ入 ｡

-ー、“

淀屋席水屋

>1< 

昼

ｾｾγＯ＠

o  C ' C I ' T J r )  ｾ＠ ¥ 

( )  ｜｟ ， ｾ ノ

)ο 。

2  lI'i. i放の他に l 問の貨の子理主

流しがつく 。 ζ の 上に無目 が

あったらしいが取り去ってあ

る。



の少し斜な踏込床がつき、その右手に形の佳い連

子窓と瑚り1 =1がつき、床の間の向ひ側は l 間宇4枚

建の障子に漏れ総のついに開放的な席である。天

井は屋根裏を見る様になり、梁も露出し? 二位ぴ? こ

やり方である。

1問牛の 4 枚建陣子のところは 、もと は壁と窓

であっ? このぞ 、料卒に似! ; 、のに都合のよ い様に開

放的に改逃しにのではないかと思はれる 。

7k屋の方も屋根裏金持』よ し、 rl1 1  11¥"1の大きな/c

の子の流しがついて居る。

×  ×  ×  

凶tこ淀屋は屋枕で本女|は/if ij 本氏、 初代常安はは

屋 t 批し材木喜? 尚」、。元和但武の後、昨に乞ふて

中ノ島 を開妬築士ti し? こ。治安町、治安橋は今に縫

る功績の名である。 2 代言首三郎右衛門は玄小雌

又小庵と蹴す。ね ｬ の地ｾ開拓し寛永 Ｙ 年大阪をし

て糸割付を得せしめ、 又諸侯戴米を?一手に 引諮り

?こ。 堂島の米市、観の魚、市天満の青物市はノト庵に

負ふこと大であり叉 、淀屋橋を架す。ノト陀亦風流

を ［＾ｪｦ �Ｎ ｾ し、 茶及連歌ｾ 好み、ノ ｪ 、制 遠 州、松花宅昭術

と深交あ り、他商山城八幡を信仰して その耐l' 人を

粂ね、八幡山市11' 臆寺に同及石熔がある。 3 代は甥

と養子にして筒殉三郎右衛f"J e. 云」、。 4代霊宮、

5 代三郎右衛/"J¥こ い? こり、元秘 12年騎手千のn閥月)I

に庭せられ＿こ。世に ｷｾｲ ｾￎ ・ に彪せられにのを淀屋辰

五郎とするが 、車 ru; の子を辰五郎と云つ? こか どう

か不詳である。或はその幼名? ごつ? こかも 9，11れぬが

三郎右衛f"J ￨Ｎ 云 つ ｦ こ のは献で 、 ｾｾＩ｜ｊ ￎ 大 ＱｉｉｲＡ￭ ］ の 過 去

帳にはそう 古 いである ｉｊｉ 。閥 ｲｾￎ 後 は 八幡 に ｼ 段退し

享保 Ｒ 年授 。 誌は潜ｾ Ｎ ｾ判 Ｂ Ｑ Ｑ｜ 裁 小 ｊｩ ｴｦ ｊ［ ￯ｽ ＮＺｬ 、八幡山 ｪｊｩｬｬ Ｇ

R草寺に碑があり八幡にはその{ ↑ : 宅が縫って居る rl l

である。

t止に 有名な淀屋の豪華ぎは 、言首三郎右術/'1に始

まる。 r元正聞記」は淀屋の ことを体え て居 るが

そのうち建築に関係のある部分を抜いて見ると 、

「自分屋柿前に橋を掛け て淀屋橋と名づけ、 48戸

前のいろは臓あらゆる 買を買ひあつ め、長者践 を

受 〈。淀屋は家名 、本名は岡本、 共子三郎お衛門

老年に 及び隠居 して古安といへり 。彼古安が代に

をど b屋裂を四方に構え家作の美しき事は 、にと

うべきゃうもなし。大審院、下番| 民、惣組金付金

ぶすま、控聞 記短能がさ いしさ の四季の3李総也。

庭には泉水立なし唐大和 の樹立を ;hli え、夏座頭と

栴して 、ピイドロ の陣子を立て、 天上縁も| 司じ ビ

イドロにて張 ｨ つめ清水を ｾＱ 二、ぇ 、 金魚、を放し 、

天守i 1天下の御深所でも i止にはいかでまさるべき o

{:I・の外故王子屋の梢 、金銀ぞ 延べ? こる如〈、大出扱

には欄 聞に四季 の草花を 彫らせ、隔えん ｲｾ ｪ 闘は朱

ぬ りに存立て、 大名高家の連中方もいかで及ぶベ

巻。表の廻り 、乎代!主張料理I l XJ 、台所大きなる 335

言語 ｦ こえ、夫ん役人を定めて内は ｾｬｩｾ に市を立つ。

; 止によっ て西33ヶ所の閣の大名家の御用を永はり

西岡九州の諸大名淀屋金しゃ〈用無きは l 入 もな

しといえり。金銀のj威勢には諸大名より御附脳り

家老用人のれきれき にも 乎をつかせ、高位大柿の

御方々共ひ きを組み て間る 事有 りJ

淀屋の豪華子はこれで2i 寄せられるが、猷) 引になっ

?このはその筋のみではない。 』乙名 、公家共淀屋よ

り金惜しないも のは Ｑａ ｾ < 、又、各線の米賀捌 : Mfi

んど淀屋の 1i.;{-j・する丹JI じつにので 、各務はj之屋に

大 〈 の借金主 ｾｲｴ ひ身動きもならぬ ｩ 伏態 ＿ご っ ｦ こので

淀屋を犠牲にして諸滞の財政を救つ にも のと 忠ば

れる。

×  ×  X  

f徐談はさておいて 、こ の盟公のm;と淀屋の j庁'，'1; ;  

J . I! してイW:. えられる泊りのものであるか 、どう カペま

何の正確なｾＨＺ ｾ 絡もな い ので 、判 りかねる。去 ｪｊ って

大阪の火 災史を捌べて見ると否定 しな ければなら

ぬ資料 さえがあるが、大阪の市内に か 〉る愉快な

茶室のあ ること を、しばら〈伴 え通l ; ¥こ報告 し正

舵な ことは他日 を期する次第である。

×  

×  ×  
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千 木 ミ テ 採 L て 2v ( 話-

乙の問の ζ とである。和、が氏家の

研究をして居 り、 特に 千木に闘する

蒐集を行ってゐるといふので、ある

人鐙のー闘が私を取悶んで千木に就

いての色々の事を訊ねられた。 これ

はその席 での漫談の中から同の凝ら

ない ような部分 をワまみ出したもの

であ る。

嘆竃セットの努. し

乙の問丸の内の東日 曾倣で文 化財と

青島「貝塚 J をみ?とo埼玉燃に於け る貝

塚を玉造堀する東大考古皐敬老の研究

を摘認 した ものであったが、 その巾

に尊重草根葺( 屋根が地 K 接してゐる

形式〉 の堀立式民家が並んでゐると

ころが現はれ、 それには交叉上宇都

に秀でた 千木が津 山おかれてゐた 。

私の長い研究蒐集の伺にも 、 とれだ

けの立 淡 な も の は み た 事 が な い の

で、早主主現場へ行ってみようと思

ひ、 地元の埼玉県系和二t 村役場に問ひ

合はせた ととろ、 貝塚はあるが御指

示の ような民蓄えはな u、。まあ貝塚fど

けでも見に来て くれ と の 返 事 で あ

る。では他の地方にでもあるの か

と、 今度は映脅製作者である東費倣

影所に問ひ合せて、始めてその千オえ

のある民家がセッ トである事がわか

P った。 I貸出者下村{ 健二氏の手記によ

ると、 乙の セ ット家屋は東大考古皐

敬室の0 0 0教授の指揮を仰 いで作

ったのだとの事。貝塚の解説からは

とれでよいの -f あらうが、家尾形式

1130 

t l' :  11-1 撃

とし亡の充分な考言置がI c ! . りないよう

に思はれて残念であった。劇映簡と

択なり文化映濁と銘打つからは隅か

ら隅まで民主主の充貸でありたい、 た

とへ主題と関係のない事でも観客は

色々の角佼から ζ れを眺めてゐるの

である。セットの場合はセットであ

る事を明瞭に断ってもらひたい、ま

ことに 人騒がせな セットであった 0

. 伯も罪な

大分前の; * 燥に千木のある農家の

約 尚 っ た 」 で、 その場所を作者の

H蹄{ 自に問ひ合はせると 、あれは東

京府五 日市の町はづれの風景で、千

木は3壁際にはないが構図の者11合で一

寸取りつけたのだとの事、なる 松宮島

イ白は約の作者である。と感じた。

千木の数がまた問題である 。大慌

に於い て奇数 とu、』、事になって腐り

滋賀県系の2本の10J 、北九州の4本 の例

などは珍らしいとせられる。かくし

て教の陰陽の槻念が千木にも現はれ

てゐるので、近来流行の係改造を行

っていきぬきを取りつけ た りする場

合に限り 4本とか6本とかの千木が税

はれるのであるがまづ奇数を常とす

る。 ところで最近のある l良質舎に千

本 6 本の民家の群列の日本留が現は

れた。 そのt舎の題名によ って現場へ

行 ってみる と一一それは丹波 のあ る

村であったがー ーなる程紛の遇り に

段家が主主ちならび、; 丘やら草をやら 可J.

ｾ ＮￌＧ ｾ ｶ ｴ ない の に 、 千木伐と し、』 、 と ｦｰ ｦ

れもう本である。袋術家が表塊の J:

では! 日I でもないことであらうが、思

へば界な富島イ白のー刷毛ではある。

研究地! - 漉すえよ

信州・(/)、諸附近で採集を終へ、電車

の出る迄倣か 10分偽 りを健ごコ問、 そ

の滋の人の「故郷へ主主る潟棋を とっ

て呉れ、 いくらか」と稿、の下げてゐ

る主主良機に目をつけての問ひに、向

賢人ではないからロハで倣りま ーしよ

うと いふ と、 それは有難いと金家族

の衣裳替が始まった 、 さあ大草壁' 時

間j は信長すと ころ 8 ｾ ｽにな り Ｖ ，，} にな

り、 しかた がないからそのわけを話

して主人 l 人だけを似って師った事

があ る。 この頃はどこを沙いても出

征軍人の留守宅があるので民家研究

者の中には 、なけなしの財布をはた

いて賀ひ集めたフィルムを持って、

歩きながら 、 これらの家族の篤r J i . を

来仕倣影して喜んでゐる人もゐる。

rl:l 合の人主主の人のよ さにつひ 3 枚倣

り4 枚撮 り、 この子の寂民もあの娠

のお院も勇 士のも とへ とどけたいと

人ばかり倣 して蹄つでもやっぱ りよ

いiAもちだといってゐる。それにひ

きかへ . 泌総ケ ー スをぶらさげてノ、

イキ シグ芳7々 シ ャツ 9 ーをきって歩

く人述 、キザなスタメルでまるで閉

会の青年民主女主主の心を騒がせてゆく

ような1 i < 舞はま乙とに心なさ事で、

民家研究f中間の名に於いて、かかる

安易研究家、イ以而非皐者の議出を戒

めたし、。家を見せても らっ たら家族

の微影ぐらいするのは嘗然の事でも

あり貧乏な民家研究者にとって唯一

り可能なお穏の方法でもある。純鼠

な川 介の 人浅は このザ{ 然のお棉にまJ



して更に野の幸山の幸をさへめく' ん } 誌を王手きかへてゐるところに通りあ 島のほ とり に、澄みわたる湖面に影

で 〈れ る。その厚; 立を裂き・つであと はせ、よけいなおせっか u、ながら千 を宿してコツテージがあれ彫刻の

から 2認候をと どけな い人主主もあると 木の寅; さを fltt き遺書事の{ 賀値を述べて ある豪雪量な千木が阪を慈く。 10年後

みへ て、潟! l i i 屋さんにはだまされる おいたと ζ ろ、 いまだに省略そのま 再・遊の折探 したが見つ からぬ、土地

といって織な顔をする人重量に出過は まの千木が俄然として織へてゐるさ の人の詣では その千木の ある コツテ

す事もある。民家研究家にとって問 まは嬉しい。 ー ジは皇賞たれ てしまったとの梨、な

合は研究室である。出来るだけ多く ＱｾＱ 石 ＱＵ Ｑ ゴルプリンク のクラ プハウ る程その跡 とおぼしきところ には コ

の主主{担j をみて、そ の形象や習俗にtむ スは 山梨県系のさる欝毒えを購入 して修 ンクリ ート 法陸屋根の家が平然 L し

浴 す る 感 情 を 把 握 し な け れ ば な ら 制改造 したものとの事にさだめし立 てゐた。

ない。 その研究室たる回会に於いて ; ほな甲州流の千木がの ってゐるだら

千木lま我々の心に

は国会の人惑の生活をもっと敬俊な
うと拝見に出かけると、あんに相違

しみとんで阪に民族的な潜在感ぷ

態度で銚めてもらひたい。ほんの輿
して千木の片影もみられな u、。た Y

にまでなってゐるら しく、決鎗小 屋

n. J <半分で l 年位しか研究が織かずす
に千木 といはず民家の古い形が次第

肥料小量、現場の下小屋から寄席 の

ぐあきてしまふような人濯や報告の
に成るのに備へて民家博物館をつく

建 物 ( 小石川区江戸川橋と 石切備の

材料を悩んだらあとは野となれ山と
り、各地の民家を様* 的に集めよう

中間に普あった〉や線路工夫の小 屋

なれ王℃の人主主の戒心を望む。
といふのは我々民家研究者一同の頒

〈御 茶71<勝 と万世橋腸の中間にあ り〕

国会の人主主に経由n字祢な都合生活
認であるが、 切角こう して硲家の再

士 事にみられ 、 前日ｲＮ Ｇ ｉ ｾＱ 石原ゴルフリン
を・隙Iれさすような行おや純良な魂を

と1 : : 利用を回りながら心なき改造が行
クに於いても主屋の千木は掛i販は tL

傷けるような振舞は竪〈恨しんでも
ばれたら しい事は残念との上な ν 。

たらしきに拘はらず閣内の燈範には

らひたし、3 雪えをみせてもらって貸i J {1j

千木Iま世界中に 怠匠の モーテイフとして千木 が用ゐ

を終へたら 、 お砲に家族のｾ良位は
ジ ヨーホーノレは小さいながらもーゴ

られてゐる。

主止ってもらひたい、そ して忘れずそ

闘であるが、 欧測航路の邦般がシン 利I奥lの屋根にはよ 〈千木がつ v 、て

の ＾Ｎｩｾ ! u をとどけてもらひたし、、著し

ガポーノレに淀泊 中を幸IJ 用して! 日 で
ゐて、京都伏見稲荷車11枇のそれは力

うまく倣れてゐなかったら詫びの手

往復する事が 出来る。この凶の海洋 リマタ と呼 ぽれ、蛾のヒ ゲに似た形

相H立は仕i しておいてもらひたし 、。

には{ 91Jの床 を;f. i くして梯子で登る土 をしてゐる。 然 しなんと 云っても千

; 宣矯を大切に
人の佳居が旅行者の! 恨 を惹くが、 主 木の本場は紳最土建築で、 おやしろの

20年もがj の事である。 l経弁浮から 屋は勿論や坪程の IJ、屋にまで千木が 屋根に千木のないのは珍ら しい。珠

草津へ通ずる電車から常林寺とい占、 そそりたってゐるのはとの地方 と口 に綴建物的意味を持っ た紳枇建築に

立汲な千木のあるお金をみつけた が 本 との側係も思はれて、千木研究者 は千木は総書判守である。祭良春 日制z

停車場から速いので、総井深のi . ¥I r t の)}''Ijも ふくらむ思ひである。 前士若宮のおんまつりは 12月17 臼の重量

屋さんに綴ｾＺｽ｝を依瀕 し て ｩ 滞った。 ロンドン、ケンプリツジ間のある T買を徹 して取 り行はせられるが、 そ

Ｓ 週間 ｬ 程後に 、 注文 より 大裂のｾｻｾ民 パス停fa場に金! 対集gの千; . f えがあ り、 の御 fJk所の建物は黒木御殿で立汲な

治: 3枚も到泊: したが、肝腎の千木 地; これはベル リン、ポ ツダム問の湖畔
千木の原始形がある。とれに就いて

ない' それに屋根の形も少し甥 てと の' ; <: の千本 と同形な ので、主I重なfi
は雑誌 「日本建築士J に詳報したか

で民新しい、 ζ れには何かH制も あ
l刈と思はれるが 、いつもこの浅は快

ら省略するが、先生手事11国鎌倉河岸に

るｾｪＺと問ひ合はせる と、 どうせ倣彩 越のパスで通過するため搬彩の機合
みた祭躍の綴御技所にも立汲な千木

するなら屋根がきれいになって から がないので ロンドンに位居せらるる
が用ひられてゐた。乙れ等の場合す

がよからうと態々孫替の出来るのを
M氏にータ御馳走して倣影方を御依 』 ベて合掌なり樋木なりが屋様蘭を度

待って j放ったのた、との事。そして附 鎖 したととろ快諾を待た。向朝後待 い て Ｔ 尺から ＶＩ ミも ｭ 尚＼ ｾへてゐる

りやすい千木等乙の際除けてしまへ てども待てどもその潟良は主主られて ｪｻ対立 、 げに千木による Ｎ ｴ￯Ｍｾ［の組ｩＡＺＺと

とい』、わけ でか 〈はズンベラ ポンの れない。とれは少し l也繍っぽくなっ そとに日本精紳をはっきりみらる心

屋根が出来たのだとは、千木研究者 たが 、今頃はドイツの空爆であの 千
l也がするのである。 ( 16. 1. 3)  

たるもの高 ν 出張扱影主主まで携はさ 木など吹ヮ在 んでゐ るか i . しれな v

れて、あいた口がふさがらん始末。
など，思」、。

こんな情ない経験の あとで 山中市j λ イツツノレのレマン湖畔の静かな

ｉ ｬｆｐＮの ｾ，るｾＺｓＢｻの立 ｩ 沢な千本のある皮 ｊ レーザンヌの ｮｬｊ の Ｍ ｾｉＧￅ ｽ のうでき ｬ ｬＡ ｴｾ ［ｊ 、

:3 1  "  



ｲ Ｍ 椎式セキ枠 ｾ 1こ 就 て

新年に省り「温故知新 j を恩ふとき

今 より 20年前に玉造事長せられたる「程

式 セキ 板 J に就て考ゑ ます。

阪に御承知の如〈現在土木立主建築

工事の コンクリ ート工事に各地問識

者に使用せられて，ゐる「程式セキ板 j

叉は「戸 板式 J 毒事 とも云はれ今では

セキ枠と 云へば殆んど「枢式J v': 限

られると いって もv'v、やうになヲ て

居 ります ので普通出来合のものが材

木胞で貰ってゐる迄に利用されます

から其れを玉霊祭された資家者も澄集

者よりの使用上に於ける注意事項も

一般に知られな い ことも如何と思い

まして少しく摘自己 い た し て 鐙き ま

す。

量産集者は省時清水組の工事長故小

島湖三久氏に して大正 10年頃より検

型並貸施をなして苦心改良し 大正 l

2 年賞用新案に特許局より決定を受

けました。且Pち

特許出願公告決定

大正 12年賞用新案登録第 1342蹴

1.. 用新築の名手得 権式混凝土橋粋

出 願 人 小 島 鋼三久

大正 13年5月15 日

:l'.tて

ｾｾ義者の

「精霊式セキ枠j 使用上ノ注意事例

u 賀纏=就テノ、「先以テ現寸 791附

ケ J 定尺 (2尺 x 6尺 ) 7 成可使用

シ其他補助核ノ寸法ヲ定メ補助板

モ権式= 製作シ耳元付場所エテノ、鈍

鍛ヲ絶封ユ使用セザノレ事ト致サ レ

! St ( 程式 セキ 恢ヲ使用スノレ限枠/

慣例ーヲ製闘シ研究スルノデ ス〕

1. 取付= 際シテハ椎ト経ヲ章J .=. テ縫

ヒ附 ケ決シテハス ユ釘ヲ打ツ事ナ

キ様 = 注意スノレコト{ 巳シ 事Iρ 打偽

ケユスルカ叉ノ、打抜キヤリ泌シニ

スノレ カホ l摩ヲ問ヒ取外シノ! 祭主[ 7

I! 3 2  

1ji.. 一 野 j街

抜 キJj l(ノレ ニイ史ナ ラシメセ キ枠ノ m

ぜ虫採= 注意ヲ ナスコト

( 時節柄取外シタ 主J ノ始末ニモナ

リマス〕

l . J 反タトシユ際シ テノ、先以テ以附 アノレ

品t釘ヲ抜キ而 シテ後押へ木等 7 JI 正

タトν セキ枠ノ、了率二取タトスコ ト

( 高 イ威力ラ務 サヌ意表= スノレ 〉

J . 取イサタノレ鑑毎日 コンク リー ト才] ナ

ヲナス トキノ、打終ト同時= 外部 7

i先機シ託ク コト 耳元タトシタ セキ枠ノ、

i在チニコンクリート附肌ノ 掃除士事

充分= 注意シ破損ケ) S J r/、I在チ= 修

理シ整理シ置ク コト

:f!.j:. 

申上る迄もなく此の「彬式セキ 板 j

の有利 とす るは普通の板に桟を附け

た骸枠が一回の使用にも相滋 ｔｉｾ￯ 唆す

るため非常に不経済で枢式なれば幾

I i l l も使用が出来、f，¥J コンク リート の

1段枠以外にも足代板、山留板、 般小

屋闘板 、 仮設建物の床 、 鍵 、 屋根 ｾ Ｎー

にも流用 し次 #之現場に使用されま

す。

( 紀元2600年式典の俄ヨ廷は惑の床に

般かれ まし た)

-

E

J
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「縦式」は板と板との接合が絡によ

る錫此 i筒に目透もなく. 桟が多けれ

ば打肌が良く出来、仕事が馴るに従/

ひ手間 も省か り、 結局安 〈、良〈、

単 〈、工事は ; 丞行 し材料の節約にな

ります ので閣策 に高IJ こと にな り今後

共業界に多大の貢献することと思は

れます倫一層君主集者の怠に従ひ施行

上改良と注意とに留意あら んことを

熱望いた しま す。

「程式 J を鍍 i乍する 圭Iを節約するもL

に工作を改良する 主宰 も考ゑられま

す。

1句御参考に 内凶鮮三者「建築憐，ι

i凡論」諸波:令書: 238頁を借用数しま

す。

近* は第 320幽(2) (237頁闘ノ、略

ス〉の吉置に長 さ 2mrl J l m位 の 枠 に 諮

って是に板をおち つけたものを多量

に準備して ittv、て必要に国語じて之を

組合せて使ふ;方法が普通に瓜ひられ

てゐる。斯かる依枠はがI記の( 特通

E反〉 ものに比 して一層丈夫であって

者s合が良いの みならず場合に依つて

は之を歩み板戸どに利用する司王も出

来て便利である。

( 以下239頁以降参。月i D

刷凶に於ては大阪中央: 電話局( H(l 

和2i 手4月竣功〉施工に笛 P初 めて:多

却に使用することにな りました 。

( 15.12.21)  

ヲー 紫 i凶室御投稿には横議: 16字 詰

にお阪ひ致します。

脅締切は前々月 l 日です。

女掲載が都合で 遮れる場 合でも

月IJ に!i ! j 知致しませんから御糸

川泣き傾ひますc ( 編輯子〕



75;j i誉主主:短波

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏。名

前批蛍表後に於げる本協合員中軍務公用者下記の通りでありま す 〈受付順)

千? 員

主 記 曾 〈第 l 回〉

昨 日 9日午後5時30分 - 8時30

分

所 いづみ ( 難波〉

出席者 池田主自己 北 極主 記

中西主百日 重量中主記

ｉ Ｎ ｉ ｊＭｬ 骨 ｾ ｊ 舎に闘する件

2 幹 事舎 、委 員合等 取扱方 に 関す る

件

3.1費行激算 編成に闘する 件

4 集金 方法 に闘する 件ー一-

5.倶 集部 室閉 室 時間 後更 の件

6. 給仕時半傭立主採用の件

7. 創 立25周 年紀念 事 業に閥 す る 件

8. 引 絡事項検 討の件

常 務 曾 ( 第 1 I!!] )  

昨 日 13 日午後5時30分 一 7 時

所 陳列場別室

出席者 潔 $ 片岡合 長 井上削 合

長

常 務 池 問 主Je 北 I亘三t ;i己

中西 主 記 桐 本 主 計

松 久 保 主 計 大 下 側

鶴 岡 田編斡 小林

編 輯 政 阿編 輯

1. 宮城 遜手手 最革文言型

ＱＮ 戦後勝士 の 英 号 室に 感謝立立に皇 ￬ ｮＺｾ

土 の 武 運長 久 を祈 願 の た め 獄 'i Ji

J . 出征合員中 の職 死 者 に 封 し 獄 秘

1. 昭 利 15年中の物故 合員にまず し霊長総

1 . 曾長並I ' CMi J曾 長 挨 珍

議 事

1. 1 月例舎に関する件

2. 幹 事 合、委員舎に関する 件

3. 51絡 事 項検 討 の 件

4. 昭 和 16年 度 貧 行 数 算編 成 の件

5.集 金方法 に 関する 件

ＶＮ 倶集 部 ｾ 関 室時 閣 改Ｑｅ の 件

7. 給 仕 解傭 並採 用 に慨す る件

8.曾 員詮 衡

腎i ftT 

ilIll 1 尾 慎 吾 京 柳 川 正 美 刻

1. 昭和 15年 度 枚 支決 算報 告

2.大 日本 産業 報 関 合 創立 の 件

3. 日本技術協合 より建談 に測す る

イ牛

主 記 曾 〈第 2 凶)

!時 l 月17 日午後61守 - 8 時30分

所 陳 列 場別室

出P有者 池 田主記 北 垣 主 記

玉 置 主 記 中西主 自己

1. 委 員、幹 事 詮 衡 に 闘 す る 件

2.建 築 界 新 健 制 I' C 闘する件

3.1 月例舎 に闘す る件

4. 号|総 事 項 検 討 に 闘 す る 件

5. 創 立 二十 五周年紀念事業に 闘す る

件

Ｖ Ｎ ｾ 務ｋｭｊＡリ改 正 に闘 す る件

常 務 曾 ( 第 2 回〉

IJ .¥， 1月20 日午後 6 時一 81時50分

所 陳 列 場 別 室

出 席 者 理 事 今 林 則 合 長

議 4

常 務 北 極 主 記 rlJ 商 主自己

薮 中 主2己 11司本主計

松久保全. 百十 大 下側

斡 悶 悶t事件ヰ 小林

i1語l降

1. 委員幹事委姻に附する1年

2.住 宅 委 員 合 設 置 に 倒 ナ る件

3.創 立二 十五周年紀念事業準備に

闘す る件

4. 木 材 規格 建 議 に闘する 件

5. 建材 協 定債 格 調 査 に 闘 す る 件

6. 新 強制 委 員 合 設 置 に 閥 す る件

7.十 六年食 行致r，r. に 闘 す る件

8. 引線事 項検 討に関 する 件

9.r;ttY;細貝IJ 改E に闘 する 件

ＱＰ Ｎ 命 員 ｾ衡

報 f号

l 一 月 例合準備報竹

! 云一一記

曾 ー 員

大 木 基 弘 君 府t 戸 市兵庫区 淡町 l

/ 603ノ J ( 兵 庫県長野

察部〉

佐 政 信仁 君 京都 市 東 山m山科当証

朱 中路 arf26 ( 京都市

役 所 修 繕 部 戸

西 野 清 直 君 住 吉 1 &北 同法例f 2 i

( 建築設計施工詳H U

束中J首公害君 紳戸市兵l i K 区北 水温

6の 19の 1 ( 川崎重工.

業株式合舵 〕

藤本 誠 君神戸市林 ｉ ｉＺｊｾ証 明 治油

3丁目 鍬 道 官 会21の l

( 株式合枇大体組)

皆川 由 之 君 紳戸 市神 戸 直 加 納町

6の l泊i: 7J c組制1戸出張・

所内( 株式合! 此清水

組 )

小笠原苦情君 東区南玉泣mrzz光磁

方く 自宅1)

若山旅 人 君吹 田市片山 政ケｾ ￭Ｚ ＵＰ

〈長谷部竹腰建築事

務所 〉

処 方 曾 員

小 111 終 秋 君 東京市外武再長野 i町四

窪 354 均 聞広一郎カ

( 江貝鍛工所 )

特別賛助員

池 野 敏 夫 君 港 直 也 月 間r4の23( i1'il J  

負業〉

河 北武一 良11君 京 都 市 左 京 阪 熊 野 道

丸 太町下 ノレ( 建築材

料商〉

佐藤 奥 三 蔵 君 此花区 吉野，町 3 の22

( 百背負業〉

佐 藤 常 吉 君 港 E主否姿町 l の7 肉〉

!  問中 飛員長君 港｝ＳＧｩｾ抱月 町 Ｑ ｾ Ｔ 、 ｛ ｲ ｩｊＩ

3 3  11 



苦言問 勝 正 義 君 天 王 寺 区 烏 ケ i 上33 北 野 主母君 池 岡 市 東 市 場 67の 3 ｾ， 本正巳君札 幌 市仲 Ｑ 七伐ＱＦ Ｑ Ｖ γ

( 耐火原料販資 〉 小 川 政 男 君 旭 区 蒲 生 町うの 10の l 自

制 喜 代t育君 港 区 南主主川 町 2 の35 加 藤 喜 三 郎 君 Ａ存下南河内君ｾ 向鷲村 中 村 武雄 君 横 須 賀市街 附同f横 領

f 総 負業 ) 字 島 泉 108の 10 資 海 軍 建 築部 内

橋 本 検 男 君 I仔下三 島 郡高 槻町・大 J谷 口 治1市君 ; 前洲閥 三i: r : 省佐木 JVi 脳民 J台三君 ｩ 殉ｾ 市 級三路 小 粋二

f字 高 槻291C株 式 曾 枇 ; 的洲第 279 部 隊 土 居 ;絡p_tj 547 竹 中工 務rt f

西 本 組 大阪 支l古〕 l像 済 南出 張 所 内

鶴島 蛙 介君主 北 i E隠茶閑 l町81 C古(1 育|吋卯 三郎 君 府 下 泉 市 割 ; 尾崎 1
1
1]" ，自 特 別 賛 助 員

負業〉 本丁西ノ J反60 杉 山 瀬一 対西淀川区大仁J l t 2 の白

森 山 裕 若 香川県長綾歌郡宇出品It
i中 也ｾｾ君主 東 京 市 大 森 誕 ム 池 上

東 京t足柄株式合肘. 件j

町 北i良字 野洋瓦合主主
岡[ 775

中村 正利( ' ; g 府下豊能者ｾ中ｾ島村

合最士内〈宇野洋瓦合
小 体 三宅誌を君 豊 中市 石塚首長期坂 1，

字 曾 根

重量舎世〉 505の3
平 尾 i詩的; 沼 東 京 市 溢 谷 地 憾 ケ 俗

. 遜 賛 助 員 ii t 1 l . 川侮彦京堺市 五僚 遁6T58

本 町 l の61

中 川 浅 治良11君 ff. f下 北河内郡大手I l IE
石 井 茂 君 旭区今月面中 ! の8

普 通 賛 助 員

村 打 越
大 律 敏 夫 君 呉市再雪[:111]' C  'it・潟市

近畿 仇; 君京都市新附fF並十yh掛けj

簡 潔 保 一君 尼 崎 市 北城 門 103( 古
建築制1街千年内

立 問 秀夫君 東 京 市 溢 谷E五代官 lね

川 建築事務所〕
中川 ，( ( 雄君京城府間的11庁50 の品

町 10( -1:官 山 ア パ ート

西 野 泰 夫 君 住 吉 直 南 関 溢 凶 / 田T

香Il i t * - 君 北 京 東城 iifi 人胡[ f iJ 8  

25の 178

8の l 南 困 惑 荘 内 ( 株

ｾｊＡｴ清水谷 Ｑ 北京女Ａ川
7!( r  1  貞一 対 来 天 市 大 和 I位浪速泊

式含祉銭高組〉

有証 凶 定員長君 京天 市 大和川 ｬ 位 ｦｾ ・ 集
ＴＶｾ 的洲大倉 土木株式

合 枇 出 張 所 内

ヨニよ}

町9

..t II ・ 茂 介Tt !是市 北 J; j温4の6大 :1'1

橋 本 1吉治君天王寺1 & ; J 4i ム 111]'22

土 木 株 式 合 枇 央 出 d長

他 方 曾 員

防庁内

• 員

手 代 木善 根 君 愛 媛県手、新肘郡凶伐本

守 ｾｩＧ 1; 1，; _s;岩 手ili 戸 市 神戸1足下山 手

流 石 正 治 君 、 橋 浦 喜 一 郎 君、 IJIl 強 米

町! の2

'fJi 3の34の2

太 郎 君

村 岡 富 士 雄 君 兵Wl 係 加 古 郡 荒 井 村

1) -' 村角之助活 伊 丹 市 新 伊 丹 倣 J)j i同l

地 方 ・ 員

消 71 < 組作業所内

曾 員

中 川 敬三 君、 柳原差益半君、 附 喜 久 男

大 久 保 幸 男 君 京都 市 上京 磁 京 都1M
白井キ ｩｊ ， ＧＭＺＧ君岐阜燃稲葉潤 ｉｾＺｾｊ ポや ｪ

君、 吉村 辰夫 君、 千 主主殺君

総 務 部 管 総 務3内
ｼ 根町ｾ航本部各務 ｊ ｾ ［ｻ

嘗 通 貨 助 員

内川 治労岩 川 崎 市 貝 嫁 151
E主築工場内

河 野一 次君

大 合 三自1;君台北市大却に十二1 ) 127 uli !J! f紋 欠ftl;ll ・ 1可lYj 省 新治: 県革新治: 地

; 一一一 ｾｉ＠
7  川大惨j i"J I宵:m: 符 州 第

鱒 居 ・ 縛 土 屋 功 対 米 舞 鶴 市 北l以海71r 倣 19工 場 内

---曹、，』
33盟主

三木 {午君 東 京 市 四 谷 医 新 li U 白 木 大 一 定 富 山 市 市li j語II IJ ・4の948

沼ごさ二言J
の76 日本電建株式一合 阿 部 光 志 l了

市士内 l除卒 女f得 点 戸畑市ヲ神li 困J ' 3の 163

伊対・ 久前君主 兵庫県系、武庫 苦11武 w村

4量 員

的- 度検
勝 i 古土f骨材t沼 ｩ 洋 ｊ 洲凶 ｾｴ Ｇｫ 省 、 北 Ｇ ｴＮＺ ￬ Ｑｴｩ

ノト得 策:i - ' i -:l' ( i主性小 杉)

上 村 労者 東 京 市 議 谷 垣 稼 HI I 洲 第 718 部 隊 附 本 隊

|羽中耳11 三郎 君 Ｈ栴名 Ｂｕ ｲＺｾ母〕
の i背 山ア パ ート 4蹴

1)' 尚 一 良1; 話 新 京 特 別 市 長 春;た街

官官48番 戸 207 放 日 産 土 木 株 式

加1L11 'i;; 彦>君 ｩ ｾ ｾｩ 知 ｬ 市 天市 ｬｩｬｬ Ｑ ｦｬＷ Ｓ
1"1肘i "f r京 11I ill 所 内

死

'点本 市 之氏' f t 和 歌 山 市 東IV，( ノ上IU]' 1]、川 日 毛利 札 幌 市 i-i-jニ 傾 向 九 j'

5  目株: 式合枇消71、組北

tl 、 杉 毅一 君 神 戸 市 林 同区 長 国約 海; 立支宿内

曾 員

口一息山 l の527 品川 健 次 君 東 京 府 北 多 稜 郡 昭 和

戸 次 秀 夫 君 〈昭和 lう牢 12月 18 E:l

伊 東 証 左 一 君 堺 市 長 曾 根l町2() 38前 . 村 郷 地 229
逝去〉

川 方 村 山 自 ｬ 的判 ｪ 也 川市五 ｔＢ［ｾ 1. i 作目 (  ［ Ｚ ＧＧＨＰ んで安悼のｾを表 す Ｉ
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建 築 材 料 陳 列 場 出 品 者

繍香織 | 材 料 種 別 | 出 品 者 | 棚番号I t l 材 料 個 別 | 出 品 者

1  Ir品名 、 縮 、彫 刻|岩 城 精 子 株 式 鮒 :  34 I品j ンク ト l 問 佐 竹 内 外 制 令 資 何

M lF ルソイドル ーフヰン |諮 問 服 用化 工 株 式! 35  Iドア ーハンガー |平松釣戸車製造所

4  Iエターナイト |木下諮三商 J占 36 10  S  c m築金物 |大信洋行大阪支1占

う |倒 産 具 眼 材 料 |三機工業 株 式 令 社 l  37 |大師 及 人前 |矢橋大 抑 制

6  ｉ ｾ 主築用衛 生陶器 、 磁器 ｼ 陶華商Ｇ｀ｲ
タイル

7 - 8  1六甲 スレート日本石制野湾幸三郎街! 占

|俊六 甲 F イル |  出

9m ¥防空塗料ぺ トナー lI M問 問

( 2)  i八光クリート 板 、ピカペ|八光建材工業所

ライ ト、ピ カベ記iE盤 |
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* 何十戒部を月々印刷する営手IJ 雑誌でも 2 月続の

かJ だね

著書斡内容は諮はピ「関穏」で埋めなければならない

時が屡々 あるものである。理由は種々あ る事だが、

最も大きな理由は、年末、年始の繁華佐多忙 と、それ

に仲なふ、印刷事務の甚しい混信Lに依るのである。

だから 優秀な後剥雑誌等 では募の 12月に入ると 、此

様な例年の傾向を察して、特に 2 月腕の編4蒋プラン

に奔走 し始める 。 勿論新年続はそれ迄に 前端の J¥t三備

を終へて了ヲて 尻・るのは言ふまでもない事である。

女 ｾｴ に ｴ 主協舎では此 ｈ 寺機に新 、 認の役員に移動が

あり 、一つは去り 、一つは新に登場するで、多忙が

E互に目まぐるしくなる。だから 12月に 2 月械の準備

に茄手する事は甚だ困難であった。 1 月械の事だけ

でも充分に手が廻り余ねる有機であったからだ。そ

んな謬で、正直に言って 2 月械の縞柄に着手 したの

は l 月の中旬頃からであった。

女少々週れ過ぎた策手で、さぞ事i { ，悠を依! l i 目した刀

々を面日食はせた事であったらう 。に も拘らず、 「ア

パ{ ト建築 J 特斡放 として、極め て時代にP . fJ したjポ

稿を頂織する事が出来て、網精子は i旬に感謝 してゐ

る次第である。同潤舎の新名氏を始め、山 口氏、 t筒

建 築 と 祉 曾

第24隊 第 2 貌

l 加 50袋〈郵務3銭)

毎月 l 回 l 日 後 行 定 償 @

1211庁 6 図 ( <' 36銭 〕

昭和 164γ l 月25 日印刷 昭和 ＱＶ ｾ ｰＲ 月 ｬ 円安 行

後行・編繰 戸 川 弘

印 刷 人

大阪市北阪朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西w ; 江戸沼南遜 2 丁目 m存地

ｾ行 所 ｅ 更 日本建築協 令
大阪市北鼠中之島 3 ノ 3 朝日ピ ル

電話長北漬( 23)4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5-番

待約販貰庖 柳 々 堂 書 応

大 阪 市 西 垣 京 町 繍 羽 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0寄

娠替口座大阪2084番

禁 鴎 載

本聖書に掲威せるものは、一切これを無断にて

隠寂し又は恩行本 l二上梓その他 の複製f f : l 蓄を

なす こと そ書妻子。

井氏、 白川氏等が各々その立場から卒直な窓見を 述

べて下ナった事は金〈何と御躍を言ってよいか解ら

ない。西山氏の論文は単くから頂戴 してゐたのであ

るが、都合で此放に掲載させて賞ふ ζ とに した。新

進建築暴徒の浜町目な所i 1 t : として傾椋ナる値は 充分

あるであらう。

安 さて、此放に集録後表 した皇紀2600年記念事業

委員舎のr . 1' の、「アパ ー ト委員合」の得た案は、未だ

1司i 々の黙で議論の世余地は あらうかとも恩はれるが、

此底に掲級し、報f甘とする次第である。

* 口約( ア ート 頁〉に就いては兎角の意見があっ

て編格子も一番に頭を悩ますのであるが、各方面の

御盤力を得て、此慌にふさわしい頁を得た事は内心

うれし〈思ってゐる。

古建築 l亡闘 する 頁 としては、従来、藤原義一氏 に

古建築新抄を御願ひして居たが、 もう二、三回で大

慌終りになるので 、f可か別の角度からと思つ丈岡岡

孝男氏に「大阪の茶家 J に就いて瞥 〈稿を繍げR で貰

」、司王にした。

安昨年皮から強化された印刷紙の統制が本年度に

入っても 、少しも緩和される傾向は なu、。勢ひ、 頁

数の減少の問題が将来に残 される事になる。従って

本年度に於ては、Z高維を排して標準頁以上の1曾頁を

避ける方針を採 り佼い と考へて居る。 その事寄り と言

つては妙だ'71;' 、 3 月続から務行日を般守 して、 ! 日

には必ず合負荷彦の机上に届 く様、努める積 りであキ

る。御幸臣従を御瓶ひする次第である。

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ | i 頁 I 1 閲 I 55，00 

〈第 ｬ 頁 ｾＩ ｾ ｉ＠ ' --=-'- _ 1 ' . - I  

グ ラ ピ ヤ ! l 頁 I 1 回 I 45，00 

1  ( 第 2 頁) !  .  ｾ＠ I  • C_ I  

l普 r仰 1頁) 遁 i 1 頁 i 1 同 I 20，00 

!示 司 司 l 回一〔i l J l

l記 事 中 ; 胤 I 1 回 I 20，00 

J ア L中 - J i M頁 I 1 回| 肌ω

: 表 紙 2 : 1 頁 I 1 回 I 60，00 

1表 紙 3 1 1 頁 I 1 回 I 45，00 

b u  l 頁 I 1 回 I 80，00 

!  康告掲毅御申込lま本合へ直接顕ひま す。

!  本誌暗殺御注文はすべて前金で本合直接叉

U:4寺約}.!iへ、振替貯金又は匁替で御拶1，込を

! mt ひま す。郵安代用 lま一割増、代金引換は

i  お断り致します。
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